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ま
ち
ゼ
ミ
in
う
つ
の
み
や
」で
、

 

み
ん
な
が「
な
っ
ト
ク
」！
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心
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街
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商
店
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客
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ま
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笑
顔
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な
る
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
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宇都宮商工会議所の平成28年度事業計画と収支予算
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宇都宮商工会議所の平成 28 年度事業計画および予算が決定しました。
景気回復の足音を感じつつある中、当所ではより一層の地域貢献をめざし、
力を尽くすよう、さまざまな事業を行っていきます。よろしくお願いします。

　

当
所
で
は
３
月
23
日
（
水
）、
平
成
27

年
度
第
５
回
常
議
員
会
な
ら
び
に
通
常

議
員
総
会
を
開
催
し
、
平
成
28
年
度
事

業
計
画
と
収
支
予
算
な
ど
を
議
決
し
ま

し
た
。

　

日
本
経
済
は
、
引
き
続
き
緩
や
か
な

回
復
基
調
で
推
移
す
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
消
費
行
動
や
経
営
者
の
投
資
行
動

か
ら
は
、
完
全
な
デ
フ
レ
脱
却
と
は
い
え

な
い
状
況
で
す
。
ま
た
、県
内
の
景
気
は
、

生
産
活
動
や
個
人
消
費
な
ど
一
部
に
弱
さ

が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
総
じ
て
緩
や
か
に

回
復
に
向
か
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る

一
方
で
、
平
成
26
年
下
期
か
ら
続
く
円
安

基
調
の
影
響
に
よ
り
、
多
く
の
中
小
企
業

で
は
原
材
料
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
や
人
手
不

足
が
、
依
然
と
し
て
大
き
な
経
営
課
題

と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
厳
し
い
状
況
が

続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
当
所
で
は
「
企
業

活
力
の
強
化
」、「
地
域
経
済
の
活
性
化
」、

「
政
策
提
言
・
組
織
・
財
政
基
盤
の
強
化
」

を
三
本
の
柱
と
し
、
そ
の
確
実
な
実
現
の

た
め
次
の
こ
と
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

1 

国
な
ど
の
各
種
施
策
を
活
用
し
、創
業・

販
路
開
拓
・
経
営
革
新
・
経
営
改
善

等
の
実
行
を
伴
走
支
援
す
る
。

2 

空
き
店
舗
対
策
や
商
店
街
次
世
代
経
営

者
育
成
事
業
等
を
通
し
て
、
中
心
市

街
地
と
商
店
街
の
活
性
化
を
支
援
す

る
。

3 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
や
全
国
規
模
の
イ
ベ

ン
ト
事
業
、
及
び
観
光
交
流
や
地
域
ブ

ラ
ン
ド
を
活
用
し
た
広
域
連
携
を
支
援

し
消
費
の
拡
大
を
図
る
。

4 

産
学
官
連
携
に
よ
る
も
の
づ
く
り
や
企

業
の
海
外
展
開
を
支
援
す
る
。

5 

正
規
雇
用
・
女
性
の
職
場
定
着
等
、
企

業
の
労
働
力
確
保
を
支
援
す
る
。

6 

会
員
事
業
所
や
地
域
の
意
見
・
要
望
を

集
約
し
、
行
政
等
に
対
す
る
提
言
・

要
望
活
動
を
積
極
的
に
実
施
す
る
。

7 

商
工
会
議
所
組
織
の
基
盤
と
な
る
議
員

の
改
選
を
円
滑
に
実
施
す
る
。

8 

商
工
会
議
所
組
織
の
機
能
性
向
上
を
図

る
た
め
、
部
会
、
委
員
会
、
女
性
部
、

青
年
部
、振
興
委
員
等
の
活
動
を
強
化
す
る
。

9 

現
場
の
声
を
商
工
会
議
所
活
動
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、
会
員
事
業
所
訪
問
を
計
画
的
に
継

続
実
施
す
る
。

  

第
３
次
中
期
事
業
計
画
の
成
果
と
反
省
を
踏

ま
え
、
新
た
に
第
４
次
中
期
事
業
計
画
（
計

画
期
間
／
平
成
29
年
度
〜
平
成
31
年
度
）

を
策
定
す
る
。

　

さ
ら
に
、
中
期
事
業
計
画
の
実
効
性
を
高
め
る

財
政
的
な
裏
付
け
と
、
健
全
で
安
定
し
た
財
政
基

盤
の
確
立
を
目
的
に
、
改
定
し
た
中
長
期
財
政
計

画
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
財
政
運
営
に
取
り
組

む
こ
と
と
す
る
。

① 

財
政
の
問
題
点
を
捉
え
、
コ
ス
ト
意
識
の
醸
成

を
図
る
。

② 

財
政
の
健
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
収
益
力
の

向
上
を
工
夫
す
る
。

③ 

財
政
の
現
状
か
ら
将
来
を
見
通
し
た
改
定
を

行
う
。

　

地
域
経
済
の
基
盤
で
あ
る
中
小
企
業
に
対
し
、

個
々
の
企
業
の
経
営
課
題
の
克
服
に
向
け
、
外
部

専
門
家
や
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
各
種
支
援

施
策
を
積
極
的
に
活
用
し
、
企
業
の
活
力
強
化
と

成
長
を
推
進
す
る
。

1 

経
営
相
談
支
援
の
推
進

　

小
規
模
企
業
等
の
高
度
・
専
門
的
な
経
営
課
題

に
対
応
し
た
経
営
相
談
を
実
施
し
、
経
営
改
善
を

支
援
す
る
。

① 

経
営
指
導
員
等
に
よ
る
巡
回
・
窓
口
相
談
の
強

化
② 

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
総

合
支
援
事
業

③ 

経
営
技
術
強
化
支
援
事
業
（
エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ

ン
ク
事
業
）

④  

経
営
サ
ポ
ー
ト
隊
事
業

⑤ 

宇
都
宮
商
工
会
議
所
振
興
委
員
と
の
連
携
強
化

⑥ 

税
務
指
導
（
記
帳
代
行
、
記
帳
継
続
指
導
、

決
算
代
行
、
納
税
相
談
）
の
実
施

⑦  

消
費
税
軽
減
税
率
・
転
嫁
対
策
窓
口
相
談
等

事
業

⑧  

経
営
発
達
支
援
事
業
の
推
進

⑨ 

小
規
模
事
業
者
向
け
特
定
課
題
対
応
経
営
相

談
会

⑩  

専
門
相
談
（
税
務
相
談
、弁
理
士
知
財
相
談
、

知
的
財
産
権
相
談
、
法
律
相
談
、
不
動
産
鑑

定
相
談
）
の
実
施

⑪  

小
規
模
企
業
共
済
制
度
の
普
及
促
進

2 

創
業
支
援
体
制
の
強
化

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
総
合
支

援
事
業
等
を
活
用
し
、
専
門
家
と
の
連
携
に
よ
り

創
業
者
輩
出
の
支
援
体
制
を
強
化
す
る
。

① 

創
業
ス
ク
ー
ル

② 

創
業
者
個
別
支
援
事
業

③ 
宇
都
宮
餃
子
拡
大
事
業

④ 
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
総
合
支
援
事
業
（
再
掲
）

⑤ 

経
営
指
導
員
等
に
よ
る
巡
回
・
窓
口
相
談

の
強
化
（
再
掲
）

3 

金
融
支
援
の
推
進

　

国
、
県
、
市
、
県
信
用
保
証
協
会
の
融
資・

保
証
制
度
を
普
及
し
、
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
の
資
金
調
達
を
支
援
す
る
。

① 

小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
（
マ
ル

経
融
資
）

② 

商
工
い
き
い
き
特
別
保
証
制
度

4 

企
業
再
生
支
援
の
促
進

　

過
剰
債
務
等
に
よ
り
経
営
状
況
が
悪
化

し
て
い
る
中
小
企
業
に
対
し
、
専
門
家
に
よ

る
事
業
再
生
、
倒
産
回
避
ま
た
は
円
滑
な

事
業
清
算
手
続
き
等
を
、
ま
た
後
継
者
不

在
等
の
中
小
企
業
に
対
し
、
円
滑
な
事
業
承

継
を
支
援
す
る
。

特集01
平成28年度
事業計画・収支予算

平成27年度第5回常議員会
ならびに通常議員総会（3月23日）

「企業活力の強化」「地域経済の活性化」「政策提言・組織・財政基盤の強化」特集1／平成28年度事業計画・収支予算

基
本
方
針

主
要
事
業

１ 

企
業
活
力
の
強
化 宇都宮商工会議所の

平成28年度事業計画と収支予算
「
企
業
活
力
の
強
化
」
、

「
地
域
経
済
の
活
性
化
」
、

「
政
策
提
言・組
織・財
政
基
盤
の
強
化
」

平成28年度事業収支予算
（平成28年4月1日～平成29年3月31日）

収入構成

支出構成

会計別予算構成

■会費　　■事業収入
■補助金等　　■負担金等
■繰入金　　■繰越金

■事業費　　■人件費

■管理費等　　■繰出金

■一般会計　■中小企業相談所特別会計
■特定退職金共済制度特別会計

■各種事業特別会計
■まちづくり特別会計　

■中小企業再生支援協議会特別会計
■経営改善支援センター特別会計
■事業引継ぎ支援センター特別会計

22.9 ％

36.6 ％
（44,443万円）

40.3 ％
（48,922万円）

20.9 ％
（25,420万円）

13.2 ％
（16,073万円）

34.3 ％
（41,645万円）

10.0 ％
（12,139万円）

2.4 ％
（2,867万円）

11.6％
（14,128万円）

4.2％
（5,145万円）

3.4％
（4,100万円）

16.7 ％
（20,268万円）

39.2 ％
（47,733万円）

3.8 ％
（4,594万円）

（27,849万円）

8.5 ％
（10,290万円）

6.0 ％
（7,304万円）3.1 ％

（3,744万円）

22.9 ％
（27,887万円）

合 計
12億1,517

万円

合 計
12億1,517

万円

合 計
12億1,517

万円
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① 

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

② 

栃
木
県
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

③ 

経
営
安
定
特
別
相
談
室

④ 

栃
木
県
事
業
引
継
支
援
セ
ン
タ
ー

⑤ 

中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
の
加
入
促
進

5 

人
材
確
保
・
育
成
の
支
援

　

各
種
講
習
会
、
研
修
会
、
検
定
試
験
等
を
実
施

し
、
中
小
企
業
の
人
材
確
保
・
育
成
を
支
援
す
る
。

① 

各
種
検
定
試
験

② 

ひ
と
づ
く
り
未
来
塾

③ 

新
入
社
員
講
習
会

④ 

初
級
簿
記
講
座

⑤ 

優
良
従
業
員
表
彰
の
実
施

⑥ 

宇
都
宮
珠
算
連
盟
への
支
援

⑦ 

女
性
の
職
場
定
着
支
援
事
業

6 

情
報
活
用
支
援
の
推
進

　

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
取
り
組
み
事
例
の
提
供
や
企

業
内
情
報
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
な
ど
、
企
業
の

情
報
化
推
進
を
支
援
す
る
。

① 

Ｉ
Ｔ
活
用
支
援
事
業

② 

支
援
体
制
強
化
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
整
備

事
業
（
日
経
テ
レ
コン
21
等
）

7 

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
推
進

   

環
境
への
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
の
構
築
に

向
け
た
企
業
経
営
の
普
及
と
認
証
取
得
を
推
進
す

る
。

① 

エコ
ア
ク
ション
21
認
証
・
登
録
制
度

② 

事
業
所
版
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
定
制
度

③ 
環
境
に
や
さ
し
い
優
良
企
業
認
定
制
度

④ 
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
受
託
事
業

⑤ 

汚
染
負
荷
量
賦
課
金
徴
収
業
務
受
託
事
業

8 

福
利
厚
生
・
リ
ス
ク
対
策
の
促
進

　

各
種
共
済
制
度
の
加
入
を
推
進
し
、
安
定
し
た

制
度
と
し
て
会
員
企
業
の
福
利
厚
生
・
リ
ス
ク
対

策
を
支
援
す
る
。

① 

普
通
共
済
（
ふ
れ
あ
い
共
済
）

② 

個
人
保
険
（
総
合
保
険
、
年
払
保
険
等
）

③ 

そ
の
他
の
保
険
・
共
済
制
度
の
加
入
推
進

④ 

特
定
退
職
金
共
済
制
度

⑤ 

普
通
共
済
（
ふ
れ
あ
い
共
済
）
の
福
祉
・
還
元

事
業

　

中
心
市
街
地
活
性
化
や
商
店
街
活
動
へ
の
支

援
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
や
全
国
規
模
の
イ
ベ
ン
ト

事
業
、
観
光
交
流
や
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
活
用
し
た

広
域
連
携
等
を
支
援
し
、
消
費
の
拡
大
と
地
域
商

業
の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
産
学
官
連
携
・
農

商
工
連
携
に
よ
る
、
新
し
い
も
の
づ
く
り
を
支
援

し
地
域
産
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
を
推
進
す
る
。
さ

ら
に
は
、
正
規
雇
用
・
女
性
の
職
場
定
着
等
、
企

業
の
労
働
力
確
保
を
支
援
し
企
業
活
力
の
向
上
を

図
る
。

1 

地
域
商
業
の
振
興
促
進

集
客
力
の
向
上
と
賑
わ
い
創
出
（
ハ
ー
ド
事
業
・
ソ

フ
ト
事
業
・
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
）
を
支
援
し
、
中

心
市
街
地
及
び
各
地
商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
。

① 

中
心
商
業
地
新
規
出
店
促
進
事
業
（
空
き
店

舗
対
策
事
業
）

② 

宮
の
市
（
商
業
祭
）

③ 

宇
都
宮
市
商
店
街
連
盟
への
支
援

④ 

得
す
る
街
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
〝
ま
ち
ゼ
ミ
〟
事
業

⑤ 

商
店
街
次
世
代
経
営
者
育
成
事
業

⑥  

Ｌ
Ｒ
Ｔ
研
究
会

⑦ 

栃
木
県
外
国
人
対
応
販
売
促
進
モ
デ
ル
支
援

事
業

⑧ 

全
国
餃
子
サ
ミッ
ト
&
餃
子
祭
り
への
支
援

⑨ 

産
業
経
営
改
善
支
援
事
業

⑩ 

商
店
街
通
行
量
調
査

⑪ 

小
中
心
市
街
地
広
域
ソ
フ
ト
支
援
事
業
の
推
進

⑫ 

フェス
タ
ｉｎ
大
谷
への
支
援

⑬ 

宇
都
宮
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
へ
の

参
画

⑭ 
宇
都
宮
餃
子
祭
り
への
支
援
（
連
携
強
化
）

⑮ 

ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
への
支
援

⑯ 

オ
リ
オ
ン
七
夕
ま
つ
り
への
支
援

⑰ 

宇
都
宮
市
お
も
て
な
し
推
進
委
員
会
への
支
援

⑱ 

中
心
市
街
地
個
店
販
促
支
援
事
業

2 

宇
都
宮
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化

　

 

観
光
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
地
域
資
源

の
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
に
努
め
、
集
客
交
流
を
促

進
す
る
。

① 

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
支
援

② 

ミ
ヤ
・
ジ
ャ
ズ
イ
ン
の
開
催

③ 

サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
集
積
構
想
推
進
事
業

④ 

北
関
東
中
核
都
市
商
工
会
議
所
連
携
会

議
3 

も
の
づ
く
り
・
販
路
拡
大
の
支
援

　

地
域
企
業
が
持
つ
力
を
宇
都
宮
の
地
域
特

性
と
組
み
合
わ
せ
、
特
色
あ
る
も
の
づ
く
り

を
支
援
し
、
地
域
産
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
を

推
進
す
る
。

① 

う
つ
の
み
や
次
世
代
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン

推
進
会
議

② 

農
商
工
連
携
推
進
事
業
の
推
進

③ 

新
名
産
品
開
発
事
業
（
宇
都
宮
雷
都
物

語
）

④  

食
品
業
界
交
流
会
事
業
の
支
援

⑤ 

異
業
種
交
流
事
業
（
み
や
み
ら
い
２１
、
宇

都
宮
創
游
倶
楽
部
）
への
支
援

⑥  

ザ
・
商
談
！ 

し
・
ご
・
と
発
掘
市

⑦  

も
の
づ
く
り
支
援
事
業

⑧  

中
小
企
業
国
際
ビ
ジ
ジ
ネ
ス
支
援
事
業

⑨  

会
員
割
引
チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
事
業

⑩  

貿
易
関
係
証
明
等
発
給
事
業

⑪  

Ｇ
Ｓ
1
（
旧
Ｊ
Ａ
Ｎ
）
コ
ー
ド
推
進
事
業

⑫  

工
業
団
地
役
員
と
の
交
流
会

⑬  

ザ
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
ー
ルへの
運
営
参
加

4 

ひ
と
づ
く
り
支
援
の
推
進

　

企
業
活
力
の
強
化
や
地
域
経
済
の
活
性
化

を
推
進
す
る
た
め
、
そ
の
基
盤
と
な
る
経
営

者
等
の
育
成
を
支
援
す
る
。

① 

青
年
部
事
業
の
支
援

② 

女
性
部
事
業
の
支
援

5 

雇
用
の
促
進
支
援

　
ハロ
ー
ワ
ー
ク
等
関
係
機
関
や
学
校
等
と
の
連
携

を
図
り
、
若
年
者
等
の
職
業
意
識
の
啓
発
や
職
業

能
力
形
成
の
支
援
を
通
し
、
中
小
企
業
の
常
用
雇

用
を
支
援
す
る
。

① 

ジョブ
・
カ
ー
ド
制
度
推
進
事
業

② 

労
働
保
険
事
務
組
合
事
業

③ 

若
年
者
地
域
連
携
事
業

④ 

女
性
の
職
場
定
着
支
援
事
業
（
再
掲
）

⑤ 

宇
都
宮
地
区
雇
用
協
会
への
支
援

　

国
・
県
・
市
等
の
政
策
に
会
員
や
地
域
か
ら
の

意
見
・
要
望
を
幅
広
く
反
映
さ
せ
る
た
め
、
地
域

の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
積
極
的
な
政
策

提
言
活
動
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
事
業
運
営
の
安

定
を
図
る
た
め
、
会
員
組
織
の
拡
大
と
財
政
基
盤

の
強
化
に
努
め
る
。

1 

建
議
・
要
望
活
動
の
充
実

　

地
域
及
び
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
景
気
対

策
、
中
小
企
業
対
策
、
公
共
交
通
の
充
実
、
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
等
に
つい
て
建
議
・
要
望
活
動
を
積

極
的
に
実
施
す
る
。　
　
　
　
　
　

① 

国
・
県
への
建
議
・
要
望
活
動

② 

市
への
建
議
・
要
望
活
動

2 

組
織
・
財
政
基
盤
の
強
化 

組
織
の
基
盤
と
な
る
議
員
の
改
選
を
円
滑
に
実
施

す
る
と
と
も
に
、
会
員
組
織
の
拡
大
と
安
定
し
た

財
政
基
盤
の
強
化
に
努
め
る
。

① 

議
員
改
選

② 

部
会
役
員
等
の
改
選

③ 

委
員
会
委
員
の
委
嘱

④ 

会
員
管
理

⑤ 

会
員
加
入
促
進
・
退
会
防
止

⑥ 

中
期
事
業
計
画
（
平
成
29
年
度
〜
平
成
31
年

度
）
の
策
定

⑦ 

中
・
長
期
財
政
計
画
（
平
成
29
年
度
〜
平
成

38
年
度
）
の
改
定

⑧ 

会
員
事
業
所
への
巡
回
訪
問

⑨ 

県
内
商
工
会
議
所
経
営
指
導
員
等
研
修
会

⑩ 

県
内
商
工
会
議
所
経
営
指
導
員
等
技
術
研
修
会

3 

広
報
広
聴
活
動
の
充
実

　

会
員
企
業
へ
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
ツ
ー
ル
と
し

て
、
会
報
並
び
に
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
の
充
実
を
図
る
。

① 
会
報
「
天
地
人
」
の
発
行

② 
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
か
ら
の
情
報
の
発
信

③ 

会
員
Ｅ
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
（「ｅ-

天
地

人
」）

④ 

ビ
ジ
ネ
ス
情
報
手
帳
「
パ
ー
ト
ナ
ー
」
の

発
刊

⑤ 

地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
う
つ
の
み
や
マッ

プ
」
か
ら
の
地
域
情
報
の
発
信

⑥ 

デ
ー
タ
マッ
プ
２
０
１
７
の
作
成
と
情
報
提

供
⑦ 

県
内
商
工
会
議
所
統
一
パ
ン
フ
レッ
ト
作
成

事
業

⑧ 

中
小
企
業
景
況
調
査
の
実
施
及
び
調
査
結

果
の
提
供

⑨ 

商
工
会
議
所
早
期
景
気
観
測
調
査
（
Ｌ
Ｏ

Ｂ
Ｏ
調
査
）
の
実
施
及
び
調
査
結
果
の
提

供
⑩ 

地
域
産
業
動
向
実
態
調
査

⑪  

貴
重
資
料
の
保
存
管
理

4 

会
員
サ
ー
ビ
ス
の
強
化

　

会
員
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
充

実
に
努
め
る
。

① 

会
員
企
業
チ
ラ
シ
・
カ
タ
ロ
グ
等
展
示
コ
ー

ナ
ー
の
設
置
管
理

② 

会
報
「
天
地
人
」
有
料
折
り
込
み
チ
ラ
シ

事
業

③ 

普
通
共
済
（
ふ
れ
あ
い
共
済
）
の
福
祉
・

還
元
事
業
（
再
掲
）

④ 

会
員
割
引
チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
事
業（
再
掲
）

⑤ 

新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
合
同
プ
レ
ス
発
表
会

⑥ 

会
員
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会

⑦ 

会
員
大
会

⑧ 

会
員
企
業
顕
彰
制
度

職員の人事異動
（平成２８年４月１日付）

（前  中小企業相談所所長 兼 
地域振興部部長  参事）

●中小企業相談所所長 兼
　経営支援部部長　参事

大町　純一

（前　総務部部長　副参事）
●総務部部長　参事 手塚　忠之

（前　地域振興部次長　主幹）
●地域振興部部長　副参事 阿部　訓久

（前　総務部次長　主幹）
●総務部次長　副参事 鈴木　　毅

（前　経営支援部　副主幹）
●経営支援部　主幹 濱﨑　常明

（前　総務部　主査）
●総務部　次長代理　副主幹 中島　寿典

（前　総務部　主査）
●総務部　次長代理　副主幹 長谷　　眞

（前　地域振興部　主査）
●地域振興部　次長代理　副主幹 松本　泰宏

（前　総務部　主査）
●総務部　副主幹 熊木　清美

〈新規採用〉
●総務部　主事 和氣　仁美

（前　経営支援部部長　副参事）
●地域振興部　指導主任 金田　　勝

（前　総務部　指導主任）

大垣　博行退職（平成２８年3月31日付）

「企業活力の強化」「地域経済の活性化」「政策提言・組織・財政基盤の強化」特集1／平成28年度事業計画・収支予算

あ
い
さ
つ
を
す
る
北
村
光
弘
会
頭

２ 

地
域
経
済
の
活
性
化

３ 

政
策
提
言・組
織・財
政
基
盤
の
強
化
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「

ま
ち
ゼ
ミ
i
n

  
う
つ
の
み
や
」
で
、

 
み
ん
な
が「
な
っ
ト
ク
」！

中
心
市
街
地
商
店
街
で
、お
店
も
お
客
さ
ま
も

笑
顔
に
な
る
講
座
を
開
催
し
ま
し
た

本
誌
２
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
た
、個
店
活
性
化
事
業「
ま
ち
ゼ
ミ
i
n
う
つ
の

み
や
」が
２
月
15
日（
月
）〜
３
月
13
日（
日
）に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
様
子

と
、参
加
店
舗
の
感
想
を
ご
報
告
し
ま
す
。

　

商
店
街
の
お
店
が
講
師
と
な

り
、
プ
ロ
な
ら
で
は
の
専
門
的
な

知
識
や
情
報
、
コ
ツ
を
無
料
で
受

講
者
（
お
客
さ
ま
）
に
お
伝
え

す
る
少
人
数
制
の
講
座
（
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
）
が
「
得
す
る
ま
ち
の
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
」、
略
称
「
ま
ち
ゼ
ミ
」

で
す
。
今
回
、
宇
都
宮
市
で
は

初
め
て
の
開
催
で
し
た
。
期
間
は

２
月
15
日
（
月
）
〜
３
月
13
日

（
日
）、
参
加
は
20
店
舗
で
、
全

28
講
座
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
参
加
店
舗
の
中
か
ら

３
店
舗
に
ご
登
場
い
た
だ
き
、
感

想
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

オ
リ
オ
ン
通
り
で
長
く
乾
物
屋
を
営
ん
で
い
る

長
島
俊
夫
さ
ん
。
宇
都
宮
オ
リ
オ
ン
通
り
商
店

街
振
興
組
合
の
理
事
長
で
も
あ
り
ま
す
。

—
 

こ
の
講
座
に
決
め
た
理
由
は
？

「
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
や
化
学
調
味
料
が
増
え
て
、

　

宇
都
宮
の
老
舗
写
真
館
の
ひ
と
つ
、
ユ
ニ
オ
ン
通

り
の
松
本
写
真
館
。
代
表
の
松
本
宗
樹
さ
ん
は
、

宇
都
宮
ユ
ニ
オ
ン
通
り
商
店
街
振
興
組
合
の
理
事

長
と
し
て
、
街
の
ま
と
め
役
で
す
。

—
 

こ
の
テ
ー
マ
に
し
た
理
由
は
何
で
す
か
？

　

中
心
商
業
地
新
規
出
店
促
進
事
業
補
助
金
を

活
用
し
、
赤
門
通
り
に
新
し
く
生
ま
れ
た
ピ
ザ
店

「
P
I
Y
O 

P
I
Z
Z
A
（
ピ
ヨ
ピ
ザ
）」
を
経
営

す
る
髙
橋
克
仁
さ
ん
。
今
回
は
３
講
座
を
開
き

ま
し
た
。

本
格
的
な
だ
し
の
取
り
方
を
知
ら
な
い
方
が
増
え

て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
ひ
と
手
間
か
け
る
だ
け

で
、
料
理
は
見
違
え
る
ほ
ど
お
い
し
く
な
り
ま
す
。

そ
れ
を
ぜ
ひ
、
学
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
」

—
 

申
し
込
み
状
況
は
い
か
が
で
し
た
か
？

「
お
か
げ
さ
ま
で
、
２
回
開
催
の
ど
ち
ら
も
予
約

申
し
込
み
が
多
く
、
予
定
で
は
両
日
と
も
午
前
だ

け
だ
っ
た
の
で
す
が
、
午
前
・
午
後
１
回
ず
つ
の
計

４
回
に
増
や
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
間
に
合
わ
ず
、

残
念
な
が
ら
お
断
り
し
た
方
も
、
10
人
以
上
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
」

—
 

ど
ん
な
こ
と
に
気
配
り
し
て
教
え
ら
れ
ま

し
た
か
？

「
参
加
さ
れ
た
方
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ご
自
分
で
も

き
ち
ん
と
だ
し
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

ご
自
分
の
知
識
や
技
術
を
再
確
認
さ
れ
た
い
と
お

考
え
で
し
た
。
で
す
か
ら
実
際
に
何
種
類
か
の
だ

し
の
取
り
方
を
お
見
せ
し
な
が
ら
、
コ
ツ
な
ど
を

お
教
え
し
ま
し
た
」

—
 

教
え
て
み
た
感
想
は
い
か
が
で
し
た
か
？

「
教
え
る
た
め
に
は
自
分
の
知
識
も
し
っ
か
り
再
確

認
し
ま
す
の
で
勉
強
に
な
り
ま
す
し
、
お
客
さ
ま

の
反
応
が
し
っ
か
り
返
っ
て
き
ま
す
の
で
、
接
客
の

面
で
も
い
ろ
い
ろ
学
び
が
あ
り
ま
し
た
」

「
風
景
写
真
と
違
い
、人
物
写
真（
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
）

は
生
き
て
い
る
人
が
対
象
で
す
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な

難
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
私
は
そ
の
〈
人
〉
を
撮

影
す
る
の
が
仕
事
で
す
か
ら
、
皆
さ
ん
に
さ
さ
や

か
な
が
ら
コ
ツ
を
お
教
え
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

—
 

応
募
状
況
は
い
か
が
で
し
た
か
？

「
予
約
開
始
初
日
に
、
も
う
定
員
に
達
し
た
の
で
、

参
加
人
数
を
増
や
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
お
断

り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
の

で
、
少
々
残
念
で
す
」

—
 

実
際
に
教
え
て
み
て
、
い
か
が
で
し
た

か
？

「
コ
ン
パ
ク
ト
カ
メ
ラ
の
方
を
お
持
ち
の
方
が
ほ
と
ん

ど
だ
っ
た
の
で
す
が
、
あ
の
タ
イ
プ
は
動
き
の
あ
る

写
真
を
上
手
に
撮
る
の
は
難
し
い
の
で
す
。
そ
こ

を
ど
う
教
え
る
か
、
い
ろ
い
ろ
苦
労
し
ま
し
た
」

—
 

受
講
さ
れ
た
方
は
、
ど
の
よ
う
な
方
で
す

か
？

「
年
齢
層
は
幅
広
か
っ
た
で
す
ね
。
風
景
写
真
で

有
名
な
プ
ロ
の
講
座
を
受
講
さ
れ
た
経
験
の
あ
る

方
が
『
人
物
写
真
は
経
験
が
な
い
の
で
』
と
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
っ
た
り
し
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
方

が
い
て
、
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
」

—
 

参
加
の
き
っ
か
け
は
？

「
昨
年
、
店
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
時
か
ら
、
単
に
モ

ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
売
る
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
と
文
化
的
な
つ
な
が
り
を
持
ち
た
い
と
い

う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
講
座
は
、
そ
の
手

段
に
な
り
そ
う
だ
と
感
じ
た
こ
と
と
、『
店
の
フ
ァ

ン
を
作
る
』
と
い
う
考
え
方
に
ひ
か
れ
ま
し
た
」

—
 

３
講
座
を
開
催
し
た
き
っ
か
け
は
？

「
最
初
は
、
ワ
イ
ン
の
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
い
た

だ
く
講
座
を
企
画
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
せ
っ
か

く
だ
か
ら
飲
食
業
と
は
関
係
な
く
、
自
分
の
経
験

を
生
か
せ
る
講
座
を
や
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
世
界
一
周
旅
行
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、

そ
の
経
験
を
伝
え
ら
れ
る
２
講
座
を
や
ろ
う
と
決

め
ま
し
た
」

—
 

や
っ
て
み
た
感
想
は
い
か
が
で
す
か
？

「
仕
事
と
直
接
関
係
の
な
い
『
旅
』
の
講
座
は
、

ま
ち
ゼ
ミ
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
で
し
た
。
こ
の

機
会
に
私
の
店
を
知
っ
て
い
た
だ
け
た
方
も
多
か

っ
た
よ
う
で
す
。
今
後
ま
た
開
催
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
で
す
ね
。
将
来
は
商
店

街
単
位
で
主
催
運
営
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
タ
イ
ル

で
展
開
で
き
た
ら
、
お
も
し
ろ
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
」

〈
オ
リ
オ
ン
通
り
〉

堺
屋
商
店  

長
島
俊
夫
さ
ん

テ
ー
マ
：
乾
物
屋
が
教
え
る「
だ
し
の
と
り
か
た
」

（
２
月
23
日・３
月
８
日
開
催
）

〈
ユ
ニ
オ
ン
通
り
〉

松
本
写
真
館  

松
本
宗
樹
さ
ん

テ
ー
マ
：
美
し
く
人
を
撮
ろ
う

（
２
月
23
日・３
月
８
日
開
催
）

〈
赤
門
通
り
〉

P
I
Y
O 

P
I
Z
Z
A  

髙
橋
克
仁
さ
ん

テ
ー
マ
：
自
然
派
ワ
イ
ン
を
楽
し
く
飲
も
う
！

（
２
月
15
日・３
月
６
日
開
催
）

フ
ラ
ン
ス
旅
行
が
よ
り
充
実
！ 

フ
ラ
ン
ス
を
知
ろ
う

（
２
月
24
日・３
月
４
日・３
月
13
日
実
施
）

世
界
一
周
旅
行
の
仕
方
、教
え
ま
す
。

（
２
月
17
日・２
月
27
日・３
月
７
日
実
施
） 和食の基本、だしのとり方についてのセミナー

人物写真をテーマとした講座内容で開催

ワインのテイスティングで楽しく知識を身につける講座など３講座を開催

回
数
を
増
や
し
て
対
応
、

熱
心
に
聞
い
て

い
た
だ
け
ま
し
た

人
物
写
真
の
撮
り
方
を

伝
え
て
、写
真
の
魅
力
を

多
く
の
人
に

業
務
内
容
と
無
関
係
の

講
座
が
、フ
ァ
ン
作
り
に

結
び
つ
い
た
と
思
い
ま
す

参加店舗の声

参加店舗の声

参加店舗の声

特集2／個店が輝く「まちゼミinうつのみや」

PIYO PIZZA 
（株式会社ピヨ）
宇都宮市馬場通り4-2-13
TEL. 028-600-5030

オーナー 髙橋克仁さん

有限会社 堺屋商店
宇都宮市江野町 7-8
TEL. 028-633-2073

代表取締役社長  長島俊夫さん

松本写真館
宇都宮市伝馬町 2-17
TEL. 028-636-1212

代表 松本宗樹さん
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新
入
会
員
の
紹
介

平
成
27
年
10
月
1
日
～
26
日
ま
で
に

ご
加
入
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
さ
ま
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ご
加
入
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

㈱ＵＩ志援コンサルティング 宇都宮市東宿郷6-1-21 東パークハイツ2F 0287-39-5298 経営コンサルティング

㈱オートスナック 鹿沼市塩山町860-2 0289-75-4088 清涼飲料水卸・小売、自動販売機設置・管理

グリーンｊｋ 宇都宮市鶴田町1987-2 090-5521-9669 キッチンカー移動販売

㈱宮ウエストホーム 宇都宮市鶴田町2770 028-612-4681 不動産代理・仲介業

㈱お砂糖工房 宇都宮市滝の原2-3-8 レジデンス滝の原401 028-680-6482 シュガーアート、ケーキトップ

㈲香川興業 宇都宮市野沢町627-2 090-7241-0068 外装工事（サイディング）

㈲オフィスアラカワ 宇都宮市西川田本町4-9-7 028-659-8838 不動産（マンション）賃貸

㈱ピヨ 宇都宮市馬場通り4-2-13 028-600-5030 飲食（ピザﾞ､ワイン）

山口設計 宇都宮市宮の内3-161-29-A3 028-688-7914 設計業（建物全般）

美容室プラナ 宇都宮市元今泉3-20-16 大光ビルF 028-634-2208 美容（カット、パーマ、ヘアエステ、着付け）

㈱幹工業 宇都宮市清原台3-9-6 028-612-3916 土木工事（舗装）

㈱ドリームラボ 宇都宮市江野町7-9 ワイワイビル1F 090-4745-5715 飲食（イタリアン）

ＢＥＣＫ 宇都宮市曲師町2-11 080-3249-0625 飲食（カクテル、アイス）

㈲共和設計 宇都宮市西川田5-26-6 028-645-3497 機械設計(原子力、火力発電の配管設計）

Saigon 宇都宮市中央3-3-12　JSL中央ビル1F 028-688-7186 飲食（ベトナム料理）

平成27年10月1日～26日加入分（順不同・敬称略）  　　　　　※公開不可の個人事業所は掲載していませんので、ご了承ください。

事業所の名称 所 在 地 電   話 取扱品目

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部

「
第
35
回
全
国
大
会
吉
備
の
国
お
か
や
ま
大
会
」に
参
加

宇
都
宮
市
長
と
の
新
春
懇
談
会
を
開
催

青
年
部
だ
よ
り

女
性
部
だ
よ
り

　

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部「
第
35

回
全
国
大
会
吉
備
の
国
お
か
や
ま
大

会
」が
２
月
18
日（
木
）〜
20
日（
土
）、

岡
山
県
岡
山
市
で
開
催
さ
れ
、全
国

か
ら
５
、９
６
８
人
が
登
録
参
加
。当

所
青
年
部
か
ら
は
、檜
山
会
長
以
下

29
人
で
登
録
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、商
工
会
議
所
の
一
翼

を
担
う
全
国
各
地
の
青
年
経
済
人

が
、次
代
へ
の
先
導
者
と
し
て
の
意

識
高
揚
を
図
る
こ
と
な
ど
を
目
的

に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。今
年

度
は
、我
々
が
日
本
や
地
域
の
課
題

　
「
宇
都
宮
市
長
と
の
新
春
懇
談

会
」を
２
月
24
日（
水
）、市
内
の
ホ

テ
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

佐
藤
栄
一
市
長
か
ら「
う
つ
の
み

や
の
ま
ち
づ
く
り
１
０
０
年
の
計
」

と
題
し
て
、全
国
に
誇
れ
る
宇
都
宮

市
を
目
指
し
教
育
・
福
祉
・
農
業
の

分
野
で
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
や
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
の
整
備
、交
通
網
と
し
て
の
Ｌ

Ｒ
Ｔ
の
必
要
性
な
ど
を
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

佐
藤
市
長
は「
今
後
は
本
格
的
な

人
口
減
少
と
と
も
に
、超
高
齢
社
会

と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、

地
域
ご
と
に
都
市
機
能
が
集
積
し

た
拠
点
を
形
成
す
る
こ
と
が
必
要

不
可
欠
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。参
加

し
た
女
性
部
員
は
、市
長
の
力
強
い

講
話
を
お
聞
き
し
て
元
気
を
い
た

だ
く
と
と
も
に
、身
の
引
き
締
ま
る

を
解
決
し
、次
代
を
築
く
た
め
に
、

多
く
の
学
び
と
気
づ
き
を
得
る
こ

と
を
決
意
し
、自
分
自
身
、企
業
、地

域
そ
し
て
商
工
会
議
所
青
年
部
そ

れ
ぞ
れ
が
、今
を
超
え
る
こ
と
を
目

指
す
と
い
う
意
味
を
込
め
、「
今
を

超
え
ろ
！ 

咲
き
誇
れ
！ 

W
e 

a
r
e 

t
h
e 

Y
E
G
」を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
掲
げ
、開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

記
念
式
典
の
冒
頭
、日
本
商
工
会

議
所
青
年
部 

伴
会
長（
当
所
青
年
部

相
談
役
）が
あ
い
さ
つ
を
し
、「
人
の

つ
な
が
り
が
力
に
な
る
。つ
な

が
り
を
高
め
、志
を
持
っ
て
取

り
組
め
ば
、必
ず
地
域
、そ
し

て
日
本
は
よ
く
な
る
と
確
信

し
て
い
る
。こ
の
岡
山
の
地
で

そ
れ
を
実
感
し
て
い
た
だ
き

た
い
。商
工
会
議
所
青
年
部
活

動
の
積
み
重
ね
が
、地
域
、企

業
、日
本
を
つ
く
っ
て
い
く
と

い
う
思
い
を
持
っ
て
、こ
れ
か

ら
も
取
り
組
ん
で
い
こ
う
」と
、

大
会
へ
の
意
気
込
み
を
語
り
、

よ
り
一
層
の
結
束
を
呼
び
掛

け
ま
し
た
。

（
運
営
専
務　

神
宮　

祥
臣
）

思
い
で
し
た
。

　

市
長
の
お
話
に
も
あ
り
ま
し
た

人
口
減
少
の
問
題
は
、大
変
深
刻
な

こ
と
と
実
感
し
て
い
ま
す
。女
性
部

が
少
子
化
対
策
と
し
て
開
催
し
て

い
る「
ハ
ー
ト
＆
ハ
ー
ト
の
集
い
」は

小
さ
な
活
動
の
ひ
と
つ
で
す
が
、継

続
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、そ
の
他
の
事
業
に
つ
い
て

も
商
工
会
議
所
の
事
業
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、社
会
貢
献
に
繋
が
る

よ
う
、努
力
し
て
い
き
た
い
と
決
意

し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
終
了
後
の
新
年
会
で
は
、

市
長
に
も
引
き
続
き
ご
参
加
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。終
始
な
ご
や
か
で
、

会
員
相
互
の
交
流
と
親
睦
を
深
め

る
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

（
副
会
長　

今
井　

キ
ヨ
）

日本商工会議所青年部会長である
当所青年部・伴 靖 相談役のあいさつ

　

３
月
２
日（
水
）に
宇
都
宮
・
清
原

工
業
団
地
役
員
と
の
交
流
会
、
３
月

７
日（
月
）に
瑞
穂
野
工
業
団
地
役
員

と
の
交
流
会
を
、
そ
れ
ぞ
れ
市
内
ホ

テ
ル
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

宇
都
宮
・
清
原
工
業
団
地
役
員
と

の
交
流
会
で
は
、
立
地
し
て
い
る
企

業
の
多
く
が
県
外
に
本
社
が
あ
り
、

現
場
の
ト
ッ
プ
も
県
外
か
ら
赴
任
す

る
方
が
多
い
こ
と
か
ら
、
宇
都
宮
の

良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
地
元

の
風
土
を
生
か
し
た
日
本
酒
造
り
に

つ
い
て
、
宇
都
宮
酒
造
㈱
の
菊
地
社

長
に
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
企
業
の
景
況
の
ほ

か
、
市
内
で
製
造
さ
れ
た
商
品
の
Ｐ

Ｒ
や
人
材
不
足
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
利
用
促

進
等
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
瑞
穂
野
工
業
団
地
役
員
と

の
交
流
会
で
は
、
地
域
に
根
づ
い
た

企
業
が
多
い
こ
と
か
ら
、
宇
都
宮
の

歴
史
等
を
踏
ま
え
た
経
済
・
地
域
資

源
に
つ
い
て
、
㈱
下
野
新
聞
社
の
綱

川
特
別
編
集
委
員
に
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
企
業
の
景
況
の

ほ
か
、
中
小
企
業
の
直
面
し
て
い
る

深
刻
な
人
材
確
保
の
問
題
等
に
つ
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

当
所
で
は
、
今
後
も
継
続
的
に
交

流
会
を
実
施
し
、
直
面
し
て
い
る
課

題
等
に
対
す
る
現
場
の
声
を
聞
い
て
、

事
業
へ
の
反
映
や
行
政
へ
の
提
言
・

要
望
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

工
業
団
地
役
員
と
当
所
役
員
と
の
交
流
会

宇
都
宮
・
清
原
・
瑞
穂
野
工
業
団
地
役
員
と

当
所
役
員
と
の
交
流
会
を
実
施

瑞穂野工業団地役員との意見交換

宇都宮・清原団地役員との意見交換

懇談会で宇都宮市の取り組みについて話す佐藤栄一市長

総務部 ☎028-637-3131

問合せ

　平成 28 年度の商工会議所の会費につきましては、5月2日（月）に
指定の口座から引き落としをさせていただきますので、よろしくお願いします。
　また、銀行窓口においてお振り込みの方には、後日ご案内を送付します。
　なお、会費の口座振替をご利用の方で、領収書をご希望される方は、ご面倒
をおかけしますが、総務部までご連絡ください。
（すでに領収書の発行を申し込んでいる方は、本年度も同様に発行します）

会費の口座引き落としについて

宇都宮商工会議所

 会員の皆さまへ

お知らせ
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宇
都
宮
市
へ
の
要
望
に
関
す
る
回
答
（
前
編
）

　

当
所
で
は
、
平
成
27
年
12
月
10
日（
木
）

に
宇
都
宮
市
長
お
よ
び
市
議
会
議
長
あ

て
に「
平
成
28
年
度
予
算
化
お
よ
び
措
置

要
望
」を
提
出
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
２
月
15
日（
月
）に

宇
都
宮
市
か
ら
回
答
が
あ
り
、
そ
の
内

容
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

　

な
お
、
分
量
が
多
い
た
め
、
今
月
と

来
月
の
２
回
に
分
け
て
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

◎
地
方
創
生
に
つ
い
て

1 

本
市
へ
の
移
住
、
定
住
の
促
進

【
回
答
】　

担
当
：
政
策
審
議
室
、
商
工

振
興
課
、
男
女
共
同
参
画
課

①
本
市
へ
の
移
住
、
定
住
の
促
進
に
つ

き
ま
し
て
は
、
平
成
27
年
10
月
に
策
定

し
た
、「
宇
都
宮
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」に
お
き
ま
し
て
、
東

京
圏
か
ら
の
流
入
人
口
の
増
加
を
図
る

こ
と
を
基
本
目
標
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
、

こ
れ
ま
で
も
、
本
市
の
魅
力
の
Ｐ
Ｒ
や
、

良
好
な
居
住
環
境
の
創
出
な
ど
を
図
る

取
組
と
し
て
、
本
市
で
の
暮
ら
し
の
良

さ
や
魅
力
を
集
積
・
一
元
化
し
た「
ダ
ブ

ル
プ
レ
イ
ス
」推
奨
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
平

成
27
年
度
に
開
設
し
、「
働
く
」「
住
ま
う
」

「
つ
な
が
る
」を
テ
ー
マ
に
し
た
市
内
外
へ

の
情
報
発
信
に
努
め
る
と
と
も
に
、「
若

年
夫
婦
・
子
育
て
世
帯
家
賃
補
助
制
度
」

ら
、
本
制
度
を
積
極
的
に
活
用
し
、
雇
用

の
確
保
や
産
業
基
盤
の
強
化
に
繋
が
る
企

業
を
誘
導
す
る
よ
う
、
県
と
連
携
し
取
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◎
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
て

5 

中
小
企
業
者
の
事
業
承
継
の
支
援
に

つ
い
て

【
回
答
】　

担
当
：
商
工
振
興
課
、
産
業
政
策
課 

①
本
市
経
済
の
持
続
的
発
展
の
た
め
に

は
、
持
続
可
能
で
足
腰
の
強
い
産
業
基

盤
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
中
小
企
業
者
等
が
保
有
し
て
い
る

優
れ
た
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
等
の
貴
重
な

経
営
資
源
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
市
で
は

企
業
訪
問
時
に
、
事
業
承
継
に
関
す
る

相
談
を
受
け
た
際
に
は
、
平
成
26
年
11

月
に
開
設
さ
れ
ま
し
た「
栃
木
県
事
業
引

継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
案
内
す
る
と
と

も
に
、
工
業
団
地
組
合
な
ど
の
関
係
団

体
に
も
チ
ラ
シ
を
配
付
す
る
な
ど
広
報

を
強
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平

成
28
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、
引
き
続

き
周
知
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

②
事
業
承
継
に
要
す
る
資
金
に
つ
き
ま

し
て
は
、
本
市
で
は
、
中
小
企
業
者
の

資
金
対
策
と
し
て
低
金
利
の
市
制
度
融

資
や
信
用
保
証
料
の
補
助
制
度
な
ど
に

よ
り
支
援
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

平
成
28
年
度
も
引
き
続
き
こ
れ
ら
の
制

度
に
よ
り
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

や「
住
宅
取
得
補
助
制
度
」な
ど
、
人
口

増
に
つ
な
が
る
施
策
を
推
進
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
引

き
続
き
、
こ
れ
ら
の
取
組
の
推
進
や
、
既

存
事
業
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
東

京
圏
に
お
け
る
本
市
へ
の
定
住
・
企
業
誘

致
等
を
促
進
し
て
い
く
た
め
、
総
合
的
な

窓
口
の
創
設
も
含
め
様
々
な
方
策
に
つ
き

ま
し
て
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

②
中
小
企
業
の
人
手
不
足
が
深
刻
化
す

る
中
、
企
業
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
人
材
の
確

保
は
大
変
困
難
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お
き
ま
し
て

は
、
平
成
28
年
度
よ
り
、
首
都
圏
や
大

都
市
に
在
住
す
る
若
者
を
対
象
に
市
内

企
業
の
情
報
や
就
職
情
報
を
発
信
す
る

こ
と
で
、
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
者
の
受

け
入
れ
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
事
業
所
向
け
に
人
材
確
保
・

定
着
を
図
る
た
め
の
国
の
助
成
金
や
支

援
制
度
の
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
市
内
事
業
所
の
人
材
確
保
の
支
援

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

③
未
婚
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
会
の
設
定

に
つ
き
ま
し
て
は
、
宇
都
宮
商
工
会
議

所
女
性
部
と
連
携
し
、
結
婚
を
希
望
す

る
男
女
を
対
象
と
し
た
自
己
啓
発
セ
ミ

ナ
ー
や
交
流
会
を
実
施
し
、
未
婚
者
の

交
流
の
機
会
を
提
供
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
更
に
は
、「
宇
都
宮
市
ま

6  

創
業
者
支
援
に
つ
い
て

【
回
答
】　

担
当
：
商
工
振
興
課
、
産
業
政
策
課 

①
中
小
企
業
者
が
創
業
す
る
場
合
、
特

に
創
業
当
初
は
初
期
投
資
費
用
等
の
負

担
が
大
き
く
、
資
金
繰
り
が
厳
し
い
こ

と
か
ら
、
そ
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

本
市
で
は
創
業
者
向
け
資
金
に
お
い
て
、

融
資
借
入
時
に
負
担
す
る
信
用
保
証
料

に
限
度
額
を
設
け
ず
全
額
補
助
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
28
年
度
も
引

き
続
き
こ
の
制
度
に
よ
り
、
創
業
者
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
本
市
に
お
い
て
は
、
起
業
・
創
業
を
志

す
方
に
対
す
る
資
金
面
の
支
援
と
し
て
、

Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
に
よ
り
市
外
か
ら
本
市
に

転
入
し
、
新
た
に
起
業
す
る
方
を
対
象

に
、
法
人
設
立
に
か
か
る
費
用
や
事
業
拠

点
・
生
活
拠
点
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を

補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
市
で
の
起

業
・
創
業
の
育
成
促
進
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
引
き
続
き

こ
れ
に
よ
り
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

7 

産
業
用
地
の
確
保
等
に
つ
い
て

【
回
答
】　

担
当
：
商
工
振
興
課 

　

本
市
で
は
、
企
業
か
ら
事
業
用
地
の

確
保
な
ど
に
関
す
る
相
談
を
受
け
た
際

に
、
本
市
で
把
握
し
て
い
る
未
利
用
の

工
業
用
地
を
紹
介
す
る
な
ど
、
民
間
企

業
の
用
地
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
の
支
援
を

行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
も
、
企
業
の
相
談
を
受
け
、
本
市
が

工
業
団
地
内
の
民
有
地
を
紹
介
す
る
こ

と
に
よ
り
、
工
場
の
移
転
が
決
定
し
た 平

成
28
年
度 

宇
都
宮
市
へ
の
予
算
化
お
よ
び
措
置
要
望

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」に

お
き
ま
し
て
目
標
と
し
て
掲
げ
ま
し
た

「
市
民
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望

を
実
現
す
る
」を
達
成
で
き
ま
す
よ
う
、

事
業
の
内
容
の
充
実
や
周
知
Ｐ
Ｒ
の
強

化
な
ど
、
結
婚
に
つ
な
が
る
支
援
の
拡

充
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

2 

女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
の
整
備
促

進
に
つ
い
て

【
回
答
】　

担
当
：
商
工
振
興
課
、
保
育
課

①
女
性
起
業
家
や
女
性
経
営
者
を
支
援

す
る
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
市
で

は
、
起
業
・
創
業
相
談
窓
口
や
、
中
小

企
業
者
向
け
の
市
制
度
融
資
、
信
用
保

証
料
補
助
制
度
を
設
け
、
女
性
に
限
ら

ず
支
援
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

引
き
続
き
こ
れ
ら
を
積
極
的
に
周
知
し

利
用
促
進
を
図
る
こ
と
に
よ
り
創
業
か

ら
経
営
ま
で
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
事
業
所
内
保
育
や
病
児
保
育
施
設
等

の
設
置
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
の
基
本

指
針
等
を
踏
ま
え
、
多
様
な
教
育
・
保

育
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
平
成

27
年
３
月
に
策
定
し
た「
宇
都
宮
市
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」に
基
づ
き
、

供
給
体
制
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
病
児
・
病
後
児
保
育

施
設
の
設
置
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
看

事
例
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
引

き
続
き
、
産
業
用
地
の
情
報
収
集
に
努

め
る
ほ
か
、
工
業
団
地
の
未
利
用
地
取

得
、
市
内
立
地
企
業
の
定
着
促
進
に
つ

な
げ
る
た
め
の
補
助
金
の
充
実
、
工
場

建
替
え
の
後
押
し
と
な
る
工
場
立
地
に

お
け
る
緑
地
率
の
規
制
緩
和
に
取
り
組

む
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
市
内
企
業
の
定

着
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

8 

中
小
企
業
の
海
外
展
開
に
係
る
支
援

強
化
に
つ
い
て

【
回
答
】　

担
当
：
産
業
政
策
課 

　

中
小
企
業
の
海
外
展
開
に
係
る
支
援
強

化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
人
口
減
少
や
超
少
子

高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
国
内
市
場
の
縮
小

や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
る
輸
出
機
会
の
拡
大
が
想

定
さ
れ
る
中
に
お
き
ま
し
て
、
非
常
に
重
要

な
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

①
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成
27
年

度
よ
り
、
市
内
企
業
が
海
外
で
の
新
た

な
販
路
や
取
引
先
の
開
拓
に
取
り
組
む

際
、
見
本
市
や
展
示
会
等
へ
出
展
す
る

際
の
出
展
料
や
備
品
使
用
料
、
通
訳
費

等
の
経
費
の
一
部
を
助
成
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
引
き
続
き
、
市
内
企
業
の
海

外
展
開
や
地
元
産
品
の
販
路
開
拓
・
拡

大
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
・
③
市
内
企
業
の
海
外
展
開
を
促
進

す
る
た
め
に
必
要
な
人
材
を
含
め
た
本

市
産
業
を
支
え
る
産
業
人
材
の
育
成
・

確
保
策
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き

検
討
し
て
い
く
と
と
も
に
、
販
路
開
拓
に

必
要
な
広
報
関
係
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
も

護
を
担
当
す
る
職
員
や
保
育
士
の
常
時

配
置
が
可
能
で
あ
り
、
医
師
と
の
連
携

が
し
や
す
く
、
専
用
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

で
き
る
医
療
機
関
や
保
育
所
な
ど
施
設

に
お
け
る
実
施
を
基
本
に
、
整
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
事
業
所
内
保
育
施
設
に
つ
き
ま

し
て
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
に
お
き
ま
し
て
、
従
業
員
の
子
ど
も

と
地
域
の
保
育
を
必
要
と
す
る
子
ど
も

を
受
け
入
れ
る
事
業
所
内
保
育
事
業
が
、

「
地
域
型
保
育
事
業
」の
ひ
と
つ
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
こ
と
か
ら
、
事
業
所

に
働
き
か
け
を
行
い
な
が
ら
整
備
を
促
進

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
国
に
お
き
ま
し
て
は
、

事
業
所
内
保
育
施
設
設
置
の
た
め
の
助
成

制
度
を
よ
り
活
用
し
や
す
い
よ
う
検
討
が

進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
国
の
動
向
を
踏
ま
え
、
事

業
者
の
制
度
の
理
解
促
進
を
図
り
な
が

ら
、
保
育
環
境
の
整
備
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

3 

中
小
企
業
に
お
け
る
人
材
確
保
に
つ
い
て

【
回
答
】　

担
当
：
商
工
振
興
課
、
産
業
政
策
課

　

産
業
人
材
の
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、

持
続
可
能
で
足
腰
の
強
い
産
業
基
盤
を

確
立
し
て
い
く
た
め
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

ジ
ェ
ト
ロ
栃
木
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
機
関
な
ど
と
連
携
し
、

更
な
る
市
内
企
業
の
海
外
展
開
に
係
る

支
援
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

9 

建
設
業
界
の
健
全
育
成
支
援
に
つ
い
て

【
回
答
】　

担
当
：
商
工
振
興
課
、
土
木
管
理
課
、

財
政
課 

①
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、「
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
形
成
」

な
ど
に
向
け
て
都
市
基
盤
の
整
備
を
進

め
る
と
と
も
に
、
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
っ
て
い
く
た
め
、
公
共
工
事
の
確
保

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

②
年
間
を
通
し
た
発
注
の
平
準
化
に
つ

き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
年
度
当
初

に
発
注
見
通
し
を
作
成
し
計
画
的
な
発

注
に
努
め
る
と
と
も
に
、
早
期
発
注
を

行
う
な
ど
、
更
な
る
発
注
の
平
準
化
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
適

正
工
期
の
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、
個
々

の
工
事
内
容
を
踏
ま
え
、
適
正
な
工
期

の
設
定
に
努
め
る
と
と
も
に
、
施
工
状

況
に
応
じ
て
工
期
を
変
更
す
る
な
ど
、

適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

③
市
内
の
学
校
等
に
お
け
る
も
の
づ
く

り
の
魅
力
、
創
造
の
喜
び
等
の
教
育
に
つ

き
ま
し
て
は
、
将
来
、
建
設
業
や
製
造

業
な
ど
、
も
の
づ
く
り
分
野
に
就
業
す
る

人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
幼
い
頃
か
ら
、

も
の
づ
く
り
に
触
れ
、
興
味
を
高
め
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
市
で
は「
宮

の
も
の
づ
く
り
達
人
制
度
」を
設
け
、
伝

平
成
28
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
首
都

圏
や
大
都
市
に
在
住
す
る
学
生
や
若
者

を
対
象
に
、
本
市
の
産
業
や
企
業
情
報

を
発
信
す
る「
若
者
向
け
就
職
応
援
ガ
イ

ド
」を
作
成
し
、
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
の

促
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
情
報
の
発
信
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

県
や
他
の
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

首
都
圏
の
大
学
や
県
が
設
置
し
て
い
る

移
住
相
談
窓
口
、
さ
ら
に
は
都
内
開
催

の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
等
を
活
用
し
て
ま

い
り
ま
す
。

4 

企
業
誘
致
に
つ
い
て

【
回
答
】　

担
当
：
商
工
振
興
課
、
産
業
政
策
課 

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
企
業
誘
致

策
と
し
て
、「
県
企
業
立
地
促
進
協
議
会
」

へ
参
画
し
、
東
京
、
関
西
に
お
け
る
企
業

誘
致
活
動
を
行
う
ほ
か
、
積
極
的
な
情

報
収
集
や
継
続
的
な
企
業
訪
問
を
実
施

す
る
な
ど
、
企
業
誘
致
や
企
業
が
操
業

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
再
生
を
図
る
た
め
地
方
公

共
団
体
の
自
主
的
な
取
組
に
対
し
て
国
が

法
的
な
支
援
措
置
を
設
け
る
地
域
再
生
法

に
基
づ
き
、
製
造
業
に
限
ら
ず
様
々
な
業

種
を
対
象
と
し
て
、
本
市
に
移
転
し
て
き

た
場
合
に
は
、
税
制
面
な
ど
の
優
遇
措
置

が
講
じ
ら
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
こ
と
か

統
工
芸
な
ど
で
卓
越
し
た
技
術
・
技
能

を
有
す
る
達
人
を
市
内
の
小
中
学
校
や

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
派
遣
し
、
講
演
、

体
験
教
室
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
も

の
づ
く
り
の
楽
し
さ
や
素
晴
ら
し
さ
の

普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
引
き
続
き
、
制
度
の
周
知
に
努

め
る
と
と
も
に
、
こ
の
制
度
を
通
じ
て

子
ど
も
た
ち
へ
の
も
の
づ
く
り
教
育
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

④
建
設
業
に
お
け
る
人
材
確
保
、
育
成

に
向
け
た
取
組
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全

国
的
に
就
業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不

足
が
見
ら
れ
る
中
、
本
市
に
お
き
ま
し

て
も
、
建
設
業
の
人
手
不
足
は
重
要
な

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
平
成

27
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
市
内
の
建

設
業
者
が
集
ま
り
、
と
び
職
や
塗
装
工

事
業
な
ど
の
職
人
の
仕
事
の
魅
力
を
Ｐ

Ｒ
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ
た「
職
人
祭
」

を
後
援
す
る
ほ
か
、
県
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

等
と
共
催
し
、
建
設
業
を
含
む
求
人
企

業
に
よ
る
合
同
説
明
会
や
面
接
会
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

人
材
育
成
の
支
援
と
い
た
し
ま
し
て
、

建
設
業
等
に
従
事
す
る
者
の
技
術
向
上

を
図
る
た
め
の
施
設
で
あ
る
職
業
訓
練

校
に
対
し
、
運
営
支
援
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
、

国
や
県
、
関
係
団
体
等
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
建
設
業
の
雇
用
促
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

後
編
に
つ
い
て
は
本
誌
5
月
号
に
掲

載
し
ま
す
。



「
小
規
模
事
業
者
の
販
路
拡
大
」お
よ
び「
創
業
者
や
後
継
者
の
新
分
野
へ
の
挑
戦
」を
応
援
し
ま
す
！

創
業・第
二
創
業
促
進
補
助
金

経
営
支
援
部　

野
沢
・
川
村
・
鈴
木

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

経
営
支
援
部　

野
沢
・
川
村
・
鈴
木

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
／
創
業
・
第
二
創
業
促
進
補
助
金

有限会社 随想舎
028-616-6605 028-616-6607

1213 April 2016

　

こ
の
制
度
は
、
当
所
の
推
薦
に
よ

り
、
取
引
金
融
機
関
か
ら
の
事
業
資

金
の
借
入
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

【
ご
利
用
で
き
る
方
】

宇
都
宮
市
内
で
同
一
事
業
を
１
年
以

上
営
み
、
一
定
の
推
薦
要
件
を
満
た

し
て
い
る
会
員
事
業
所

【
借
入
限
度
額
】

5
0
0
万
円
、
ま
た
は
直
近
決
算
の

平
均
月
商
の
お
お
む
ね
3
倍
ま
で
の

い
ず
れ
か
少
な
い
額（
た
だ
し
設
備

資
金
は
5
0
0
万
円
ま
で
）。

　

簿
記
を
は
じ
め
て
学
ぶ
方
や
、
知

識
を
身
に
つ
け
実
務
に
役
立
て
た
い

方
に
お
す
す
め
の
講
座
で
す
。

【
期
間
】６
月
７
日（
火
）〜
10
月
７
日

（
金
）午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

毎
週
火
・
金
曜
日（
都
合
に
よ
り
変

更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

講
義
回
数　

34
回

【
会
場
】当
所
２
階
大
会
議
室

【
講
師
】栃
木
県
立
宇
都
宮
商
業
高

等
学
校
教
諭

【
受
講
料
】１
万
２
、０
０
０
円（
テ

キ
ス
ト
代
含
む
）

【
保
証
期
間
】  

10
年
以
内　
　
　

【
借
入
利
率
】金
融
機
関
所
定
利
率

【
信
用
保
証
料
】

年
0.
4
5
％
～
1.
9
0
％

【
担
保
・
保
証
人
】

担
保
不
要
、
保
証
人
は
原
則
と
し
て

不
要（
法
人
代
表
者
を
除
く
）。

※
審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に
沿
え
な

　

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
定
員
】50
名

【
受
講
資
格
】宇
都
宮
市
内
に
居
住
ま

た
は
勤
務
し
て
い
る
方（
学
生
は
除

く
）

【
申
込
】所
定
の
申
込
書（
本
号
折
り

込
み
チ
ラ
シ
）に
必
要
事
項
を
ご
記

入
の
上
、
受
講
料
を
添
え
て
、
５
月

27
日（
金
）ま
で
に
、
直
接
当
所
窓
口

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

商
工
い
き
い
き
特
別
保
証

初
級
簿
記
講
座

経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

市
内
金
融
機
関
、 

県
信
用
保
証
協
会
と
連
携

商
業
簿
記
の
基
本
か
ら
日
商
簿
記
３
級
程
度
ま
で

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

経
営
の
先
行
き
に
不
安
を

感
じ
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
は
、

中
小
企
業
の
再
生
に
向
け
た
取
り
組

み
を
支
援
す
る
た
め
都
道
府
県
ご
と

に
設
置
さ
れ
て
い
る
公
正
中
立
な
公

的
機
関
で
す
。

　

事
業
の
収
益
性
は
あ
る
が
、
財
務

上
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
中
小
企
業

を
対
象
に
、き
め
細
か
い
経
営
相
談
・

再
生
支
援
を
行
い
ま
す
。

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）

☎
0
2
8-

6
1
0- 

4
1
1
0

問合せ

第一次対応第二次対応

企
業
再
生

専
任
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

窓
口
相
談

●	

財
務
諸
表
等
に
よ
り
現
状
分
析

●	

支
援
施
策
の
紹
介

●	

企
業
再
生
の
可
能
性
の
検
討

専
門
家
チ
ー
ム
が

再
生
計
画
の
策
定
を
支
援

●	

再
生
手
法
の
検
討
→
再
生
計
画

　
の
策
定

●	

債
権
者
間
調
整
〜
合
意

※金融機関も独自に中小企業支援コンサルティングを行っており、その過程で再生支援協議会
　を紹介されることもあります。

再
生
計
画
を
策
定
し
て

金
融
機
関
と
の
調
整
が
必
要
な
場
合

再
生
計
画
ス
タ
ー
ト

● 

再
生
計
画
の
進
捗
状
況
を
サ
ポ
ー
ト

　

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
円
滑
な
事
業
の
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
を
支
援
し
、
次
世
代
へ
の
経

営
資
源
の
ス
ム
ー
ズ
な
承
継
を
支

援
す
る
た
め
、
当
所
が
国
か
ら
委

託
を
受
け
た
公
的
機
関
で
す
。

　
「
親
族
内
に
後
継
者
が
い
な
い
」

「
事
業
承
継
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い
」

「
事
業
を
売
却
し
た
い
」な
ど
、
事

業
承
継
に
関
す
る
悩
み
を
お
持
ち

の
経
営
者
は
、
相
談
無
料
、
秘
密

厳
守
で
専
門
家
が
対
応
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
承
継
対
策
は
お
早
め
に
!!

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

（
栃
木
県
産
業
会
館
８
Ｆ
）

☎
0
2
8-

6
1
2-

4
3
3
8

問合せ 第二次対応

①
Ｍ
＆
Ａ
仲
介
機
関
あ
る
い
は
、
専

　
門
家
を
紹
介

②
Ｍ
＆
Ａ
の
成
約
に
向
け
た
具
体
的

　
な
取
り
組
み
を
開
始

第一次対応

①
会
社
の
状
況
や
相
談
者
の
意
向
を

　
伺
い
、
専
門
家
が
ア
ド
バ
イ
ス

②
今
後
の
対
応
方
法
や
進
め
方
等
、

　
様
々
な
情
報
や
判
断
材
料
を
提
供

Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
支
援
を
希
望
さ
れ
る
場
合

　
「
創
業
・
第
二
創
業
促
進
補
助
金
」

は
、
新
た
に
創
業
さ
れ
る
方
や
事
業

承
継
を
契
機
に
既
存
事
業
を
廃
止
し
、

新
分
野
に
挑
戦
す
る
第
二
創
業
を
行

う
方
に
対
し
て
支
援
す
る
国
の
補
助

金
で
す
。

　

詳
細
は
、
中
小
企
業
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
ミ
ラ
サ
ポ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
補
助
金

募
集
要
項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

公
募
要
領
の
発
表
が
４
月
上
旬
の

た
め
、
こ
ち
ら
で
は
案
内
の
み
の
掲

載
と
し
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

◎
中
小
企
業
庁　

http://w
w

w
.chusho.m

eti.go.jp/
koukai/koubo/

◎
ミ
ラ
サ
ポ　
　

https://w
w

w
.m

irasapo.jp

　

経
済
産
業
省
で
は
、「
小
規
模
事

業
者
持
続
化
補
助
金
」お
よ
び「
創

業
・
第
二
創
業
補
助
金
」を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

商
工
会
議
所
と
一
緒
に
経
営
計
画

を
作
成
し
、
自
社
の
強
み
や
弱
み

の
把
握
、
事
業
の
見
直
し
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な『
気
づ
き
』が
経
営
を

変
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。

　

販
路
拡
大
を
し
て
売
上
を
伸
ば

し
た
い
小
規
模
事
業
者
の
方
や
起

業
予
定
の
方
、
ま
た
後
継
者
と
し

て
新
分
野
に
挑
戦
す
る
予
定
の
あ

る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

〈
概
要
〉

小
規
模
事
業
者
が
商
工
会
議
所
の

助
言
等
を
受
け
て
経
営
計
画
を
作

成
し
、
そ
の
計
画
に
沿
っ
て
地
道
な

販
路
開
拓
等
に
取
組
む
費
用
の
３

分
の
２
を
補
助
し
ま
す
。（
補
助
上

限
額
：
原
則
50
万
円
）

【
補
助
対
象
者
】

小
規
模
事
業
者（
従
業
員
20
名
以
下

の
法
人
ま
た
は
個
人
、
た
だ
し
卸

【
申
請
方
法
】

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請
様
式
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド（
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
形
式
）し
、

パ
ソ
コ
ン
に
て
入
力
・
出
力
し
、
当

所
窓
口
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。（
記

入
例
は
公
募
要
領
に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

【
申
請
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

①
当
所
受
付
締
切

５
月
６
日（
金
）

②
事
業
実
施
期
間

交
付
決
定
日
か
ら
実
施
期
限（
11
月

30
日
）内
の
期
間（
任
意
）

売
・
小
売
・
サ
ー
ビ
ス
業（
宿
泊
・

娯
楽
業
を
除
く
）は
５
人
以
下
）

【
補
助
対
象
と
な
る
事
業
】

《
対
象
と
な
る
取
り
組
み
の
例
》

❶
広
告
宣
伝（
広
報
費
）

●

新
た
な
顧
客
層
の
取
り
込
み
を
狙

い
、
チ
ラ
シ
を
作
成
・
配
布

❷
集
客
力
を
高
め
る
た
め
の
店
舗
改

装（
外
注
費
）

●

幅
広
い
年
代
層
の
集
客
を
図
る
た

め
の
店
舗
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
化

❸
展
示
会
・
商
談
会
へ
の
出
展（
展

示
会
等
出
展
費
）

●

新
た
な
販
路
を
求
め
、
国
内
外
の

展
示
会
へ
出
展

❹
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
包
装
紙
・

ラ
ッ
ピ
ン
グ
の
変
更（
開
発
費
）

●

新
た
な
市
場
を
狙
っ
て
商
品
パ
ッ

ケ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
を
一
新

※
詳
細
は
、
公
募
要
領
を
参
照（
小

規
模
事
業
者
補
助
金
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

【
補
助
率
・
補
助
額
】

補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２（
上
限

50
万
円
）

※
条
件
に
よ
っ
て
、
上
限
が
１
０
０
万

円
と
な
り
ま
す
。
詳
細
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

・
審
査
の
結
果
、
採
択
さ
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

・
事
業
実
施
は
、
補
助
金
交
付
決
定

通
知
を
受
領
し
た
後
に
行
っ
た
事
業

の
み
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
】

http://h27.jizokukahojokin.info

小
規
模
事
業
者
持
続
化

補
助
金



商工会議所共済制度

問合せ／ 宇都宮商工会議所  総務部   1028-637-3131

宇都宮商工会議所では、会員拡大キャンペーンを実施しています。
 ぜひ事業所をご紹介くださいますよう、会員の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

会員拡大

キャンペ
ーン

実施中！！
新入会員 

求む！！

会員に
なると…

経営環境の改善につながります

経営の疑問点が解決できます

新たなビジネスパートナーを見つけることができます

宇都宮のまちづくりに取り組むことができます









1415 April 2016

■不動産鑑定相談（年４回）
日　時	 5月11日（水）　午後１時３０分～４時３０分	
内　容	 不動産の基礎知識、土地建物の価格、地代、家賃、その他不動産に係わる相談
相談員	 不動産鑑定士（ （公社）栃木県不動産鑑定士協会所属）
問合せ	 経営支援部

■企業年金相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 企業年金、退職金制度導入、組み換えなど
相談員	 栃木県ファイナンシャル・プランナーズ協同組合員
問合せ	 総務部

■税務相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 所得税、法人税、相続税、その他各種相談
相談員	 税理士　
問合せ	 経営支援部

■個人情報保護法対策相談
内　容	 個人情報の安全管理と社内整備、適法・不適法確認と
 　　　   改善策、漏えい賠償保険のリスク診断、有事の対応など
受付・回答   「個別相談」受付カードにより相談申込を受付、�相談員を
　　　　派遣またはFAX・電話で迅速に回答
相談員	 協力保険会社9社のスタッフ・コンサルタント　
問合せ	 総務部

■法律相談（毎月第2火曜日）
日　時	 4月12日、5月10日   午後１時30分〜４時30分
受　付	 午後1時〜3時（先着10人まで）
内　容	 ＰＬ法関係、売掛金の回収方法、�不渡手形の処理方法、
	 従業員の交通事故、不動産取引など
相談員	 弁護士	
問合せ	 経営支援部

■弁理士知財相談（毎月第1金曜日） 
　1日知財窓口（毎月第3金曜日・要予約）
日　時	 4月１5日（１日知財窓口）
	 5月6日（弁理士知財相談）
	 両日とも午後１時３０分～４時３０分受　付	 午後１時〜４時
内　容	 特許、実用新案、商標、意匠登録その他発明に関する各種相談
相談員	 弁理士	
問合せ	 経営支援部
※1日知財窓口は、事前に栃木県産業振興センター
　（☎028-670-2617）への予約が必要です。

専 門 相 談

 無料の専門相談です。
各分野の専門家が、

あなたの相談に応じます。

会場  
法律相談・ 弁理士知財相談 ・ 1 日知財窓口 ・ 

不動産鑑定相談は  宇都宮商工会議所
☎028-637-3131

　

マ
ル
経
融
資
制
度（
小
規
模
事
業

者
等
経
営
改
善
資
金
）は
、
経
営
改

善
を
図
ろ
う
と
す
る
小
規
模
事
業
者

の
方
々
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た
め
、

商
工
会
議
所
の
推
薦
に
よ
り
、
無
担

保
・
無
保
証
人
、
低
金
利
で
融
資
が

受
け
ら
れ
る
国（
日
本
政
策
金
融
公

庫
）の
公
的
融
資
制
度
で
す
。

■
ご
利
用
で
き
る
方

◎ 

従
業
員
数
が
製
造
業
・
建
設
業

等
は
20
人
以
下
、
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
は
５
人
以
下（
宿
泊
業
・

娯
楽
業
は
20
人
以
下
）の
方
。

※ 

事
業
主
、
家
族
従
業
員
、
臨
時
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
法
人

の
役
員
は
除
く（
法
人
役
員
の
家

族
従
業
員
は
従
業
員
と
み
な
し

ま
す
）。

◎ 

宇
都
宮
市
内（
旧
河
内
町
、
上
河

内
町
除
く
）で
１
年
以
上
営
業
し

て
お
り
、
商
工
会
議
所
の
経
営

指
導
を
６
カ
月
以
上
受
け
て
い

る
方
。

◎ 

所
得
税
ま
た
は
法
人
税
、
事
業

税
、
住
民
税（
県
民
税
・
市
民
税
）

等
を
完
納
し
て
い
る
方
。

◎ 

日
本
政
策
金
融
公
庫（
国
民
生
活

事
業
）の
非
対
象
業
種
の
方
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

マ
ル
経
融
資

国
の
無
担
保・無
保
証
人
の
融
資
制
度
マ
ル
経
融
資
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ ■
融
資
の
流
れ

■
融
資
の
条
件

※お申し込みから融資実行までに約３週間程度かかります。
※審査の結果、ご希望に添えない場合があります。

資金の貸付

小
規
模
事
業
者

商
工
会
議
所

経
営
指
導
員
が
実
訪
調
査

商
工
会
議
所
の
審
査

日
本
政
策
金
融
公
庫

の
審
査

推    

薦

相
談・申
込

担保・保証人

不  要
（信用保証協会の保証も不要）

返済期間

利率融資限度額

運転資金 : 7年以内
（うち据置 1年以内）

設備資金 : 10年以内
（うち据置 2年以内）

1.15％
（平成28年3月28日現在）
※金利は金融情勢により

変動します

 2,000万円
※1,500万円を超える場合は
　 事業計画書等の提出が必要

■
融
資
の
流
れ

■
融
資
の
条
件

※お申し込みから融資実行までに約３週間程度かかります。
※審査の結果、ご希望に添えない場合があります。

資金の貸付

小
規
模
事
業
者

商
工
会
議
所

経
営
指
導
員
が
実
訪
調
査

商
工
会
議
所
の
審
査

日
本
政
策
金
融
公
庫

の
審
査

推    

薦

相
談・申
込

担保・保証人

不  要
（信用保証協会の保証も不要）

返済期間

利率融資限度額

運転資金 : 7年以内
（うち据置 1年以内）

設備資金 : 10年以内
（うち据置 2年以内）

1.15％
（平成28年3月28日現在）
※金利は金融情勢により

変動します

 2,000万円
※1,500万円を超える場合は
　 事業計画書等の提出が必要

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ
ご
準
備
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
共
済
等 

口
座
振
替
日

4月の
ふれあい共済等

振替日

4月22日（金）

特
定
退
職
金
共
済
制
度

問合せ
総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

〈
引
受
保
険
会
社
〉

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱

宇
都
宮
営
業
所

☎
0
2
8-

6
3
7-

7
6
7
0

ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

当
所
で
は
、４
月
15
日（
金
）か

ら
６
月
30
日（
木
）に
か
け
て
、福

祉
団
体
定
期
保
険
の
引
受
会
社

で
あ
る
ア
ク
サ
生
命
と
共
同
で
、

ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
福
祉
制
度

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　

本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、制
度
の

内
容
を
会
員
の
皆
さ
ま
に
ご
理
解

い
た
だ
き
、会
員
事
業
所
の
福
利

厚
生
の
向
上
に
お
役
立
て
い
た
だ

く
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

本
制
度
の
特
徴
は
、経
営
者
・
役

員
の
皆
さ
ま
の
保
障
や
退
職
金
準

備
金
ほ
か
、入
院
・
介
護
・
老
後
に

備
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
保
障
ニ
ー
ズ

に
お
応
え
す
る
も
の
で
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
は
、当
所

職
員
お
よ
び
ア
ク
サ
生
命
の
社
員

が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

て
い
ま
す
。現
在
ご
加
入
の
保
険

内
容
が
ご
自
身
に
合
っ
た
も
の
か

ど
う
か
の
確
認
を
ア
ク
サ
生
命
保

険
㈱
が
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、こ
の
機
会
に
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。ご
相
談

い
た
だ
い
た
方
に
は（
乳
菓
う
つ
の

み
や
い
ち
ご
）を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

※
ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
と
は

　

商
工
会
議
所
共
済
制
度
・
福
祉
制

度
の
普
及
・
推
進
を
目
的
と
し
全
国

各
地
の
商
工
会
議
所
と
ア
ク
サ
生

命
保
険
㈱
で
運
営
し
て
い
る
組
織

で
す
。

　

ま
た
、ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
福

祉
制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
あ
わ
せ

て
栃
木
県
内
商
工
会
議
所
と
共
に

県
内
統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
実
施
し

て
い
ま
す
。保
険
や
共
済
の
ご
成
約

の
方
に
は（
黒
糖
・
ご
ま
サ
ブ
レ
）を

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

さ
ら
に
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中

に「
保
険
証
券
分
析
」を
お
勧
め
し

ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
福
祉
制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
県
内
統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　宇都宮産の有精卵を使用し、
黒砂糖ベースに胡麻を折りまぜ、
自然の材料を生かした芳しいサ
ブレです。
　まろやかな甘みも加えてお子
さまにも安心して召し上がって
いただけます。

黒糖・ごまサブレ

　完熟いちごを材料とした自家
製のいちごジャムとミルクを白
餡に練りこみ、いちごミルク味
のお菓子に仕上げました。かわ
いらしいいちごの形に焼き上げ
ており、お土産や一家団らん
のお茶請けに適した商品です。

乳菓
うつのみやいちご
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 「天地人」 広告の申し込み・問合せは
 有限会社 随想舎

☎028-616-6605 5028-616-6607
有限会社  栃木広告社

☎028-639-1115 5028-639-1116

入会希望事業所を
ご紹介ください

−がんばる経営をお手伝いします−
宇都宮商工会議所　総務部

☎028-637-3131 5028-634-8694

チラシ・カタログ展示
コーナーのご案内

会員企業展示
コーナー設置

※ご希望の方は、総務部あてお電話でご
　連絡ください。
　申込書を FAX で送信します。

商工会議所入口でＰＲ

　

総
務
部

　
☎	

0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

	

0
2
8-

6
3
4-

8
6
9
4

問合せ

■
投
稿
先

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所

	

会
報
「
天
地
人
」

	

（
商
い
川
柳
）
係

	

〒
3
2
0–

0
8
0
6

	

宇
都
宮
市
中
央
3–

1–

4

	

5
0
2
8–

6
3
4–

8
6
9
4

投
稿
対
象

会
報
「
天
地
人
」
読
者
（
会
員
に
限

り
ま
せ
ん
の
で
、
当
会
報
を
ご
覧
の

読
者
全
員
が
対
象
で
す
）

課
題

商
工
全
般
に
関
わ
る
川
柳

（
題
は
特
定
し
ま
せ
ん
）

要
領

①
毎
月
末
日
締
切

②
１
人
３
句
ま
で
、
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
職
業
（
事
業
所
名
）
を　

　

記
入
し
て
、
は
が
き
、
手
紙
、

　

Ｆ
A
Ｘ
に
よ
り
、
楷
書
で
投
稿

③
優
秀
作
品
を
年
間
表
彰

会員登録情報の変更について
ご変更がありましたらご一報ください！
　社名・支店名などの事業所名の変更、事業所または事務
所の移動による住所の変更、代表者または支店長の変更な
どが生じました場合には、総務部会員担当まで、ご連絡を
お願いします。
〈 問合せ〉　総務部 ☎028-６３７-３１３１

業種　
ハーレーダビッドソン専門店 代表  本郷  貴之さん

〈所在地〉宇都宮市砂田町299-18
営業時間／午前10時〜午後6時　定休日／月曜日

☎028-612-2980
http://www.jackmachine.net

ＪＡＣＫ  ＭＡＣＨＩＮＥ

　

北
関
東
自
動
車
道
上
三
川
Ｉ
Ｃ
か
ら

車
で
５
分
、
宇
都
宮
イ
ン
タ
ー
パ
ー
ク

に
あ
る
ハ
ー
レ
ー
ダ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
専
門

店
で
す
。

　

点
検
や
車
検
な
ど
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

か
ら
、
ハ
ン
ド
ル
交
換
・
シ
ー
ト
交
換

の
ラ
イ
ト
カ
ス
タ
ム
、
シ
ョ
ー
レ
ベ
ル
の

フ
ル
カ
ス
タ
ム
ま
で
対
応
し
ま
す
。

石
の
位
置
庭
師
に
遅
い
茶
が
入
り

病
院
の
一
人
と
な
っ
て
マ
ス
ク
す
る

め
で
た
い
日
め
で
た
く
受
け
る
熨の

し
ぶ
く
ろ

斗
袋

電
気
買
う
話
た
め
ら
う
春
嵐

四
月
馬
鹿
去
年
の
馬
鹿
を
討
ち
忘
れ

パ
チ
ン
コ
に
負
け
て
帰
っ
た
懐
手

信
号
へ
し
っ
か
り
と
待
つ
白
い
杖

た
め
ら
い
も
な
く
白
鳥
は
北
を
指
す

白
鳥
の
帰
る
日
荒
ら
き
日
本
海

手
袋
の
自
由
が
ほ
し
い
暖
か
さ

吉
澤　

繁
一

小
野
口　

博

鈴
木　
　

茂

柳
岡　

睦
子

飯
塚　
　

藤

渡
辺　

一
郎

鈴
木
芙
美
子

田
崎　

武
一

福
田　
　

弘

宮
田　

ミ
チ

（
造
園
業
）

（
無
職
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

第
223
回
荒
井 

宗
明
選

〈
評
〉
親
子
代
々
石
は
語
ら
ず
。

〈
評
〉
ベ
ッ
ド
暮
ら
し
の
折
目
正
し
く
。

〈
評
〉
笑
顔
一
つ
を
守
る
一
日
。

選者  荒井 宗明 氏

頭の体操をはじめよう！ クロスワードパズル

「違」

長
い
間
様
々
な
夫
婦
観
察
を
し
て
き
て
、

気
づ
い
た
こ
と
は

仲
の
よ
い
夫
婦
と
悪
い
夫
婦
は
、

す
べ
て
の
カ
ッ
プ
ル
に
あ
る
価
値
観
の
違
い
を

プ
ラ
ス
に
と
ら
え
喜
び
と
す
る
か
、

マ
イ
ナ
ス
に
と
ら
え
不
満
に
な
る
か
、

の
差
で
し
た
。

こ
れ
は
、
す
べ
て
の
人
間
関
係
に

応
用
で
き
る
こ
と
で
す
。

書
道
家

 

武
田 

双
雲

　書道家。熊本育ち。３歳から母である双
葉（そうよう）に師事。東京理科大学、Ｎ
ＴＴ退社後、ストリートからはじめる。Ｎ
ＨＫ大河ドラマ「天地人」や世界遺産「平泉」
など数々の題字を手がける。全国でユニー
クな個展を開催。著書は、作品集【絆】、【上
機嫌のすすめ】など 20 を超える。書道教
室は約３００名（２００５年より満席状態
が続く）。公式ブログ「書の力」のアクセ
ス数は、１日５万を超える。 
⇒ http://ameblo.jp/souun

武
田  

双
雲 

／ 

た
け
だ
・
そ
う
う
ん

〈 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

〉

◎栃木県立博物館 ☎028-634-1311�
企画展「宇都宮市市制120周年記念  宇都宮藩主戸田氏－その歴史と文芸」
4月29日（金）～6月12日（日）
戸田氏の歴史をたどるとともに、氏が残した文芸作品を特集展示。「厨
子入り　戸田忠次夫妻坐像」（個人蔵）など約100点を展示予定。
一般=250円／大・高校生=120円／中学生以下無料

◎宇都宮美術館 ☎028-643-0100
企画展「ガレの庭　花々と声なきものたちの言葉」
4月24日（日）～6月5日（日）
世界有数の近代ガラスコレクションを誇る北澤美術館の作品を中心
に、ガレのガラス作品の魅力に迫る。同時にオルセー美術館所蔵の
デザイン画も展示。（同館チラシより）
一般=800円／大・高校生=600円／中・小学生=400円

◎栃木県立美術館 ☎028-621-3566
企画展「ヒュー・スコット=ダグラス展」
4月16日（土）～6月19日（日）
いま世界で最も注目されるアーティスト、ヒュー・スコット=ダグラ
スの最新作を中心とした色彩豊かな画像イラストレーションを世界
に先駆けて展観。（同館チラシより）
一般=800円／大・高校生=500円／中学生以下無料応募先 〒320−0806 宇都宮市中央3 -1- 4　

宇都宮商工会議所 会報「天地人」係　E-Mail:info@u-cci.or.jp
※個人情報保護法に基づき、応募データは上記目的以外には使用しません。

A
か
ら
G
の
文
字
を
並
べ
替
え
て
、あ
る
言
葉
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い

〈
ヒ
ン
ト
〉日
銀
が
打
ち
出
し
た
こ
の
政
策
で
日
本
経
済
の
行
方
は
ど
う
な
る
？

1.
2.
3.
4.
5.
8.
11.
13.
15.
18.
20.

1.
3.
6.
7.
9.
10.
12.
14.
15.
16.
17.
19.
21.
22.
23.

岩手県渋民出身の天才歌人石川○○○○。4月13日が命日
ヨーロッパ大陸最西端の国は？
日本がサクラを贈ったお礼にアメリカから贈られた樹は？
誰でも｢○○のない人生を送りたい｣と思いますが、現実には…
引退、退職などをこうとも言いますね
激しい運動の後のこれも大切です
縁起のよい人や物。｢○○○○○ガール｣ ｢○○○○○人形｣ ｢○○○○○バット｣など
髪の毛を細く束ねて縮らせたヘアスタイル。レゲエミュージシャンに多い
全国の農山村で○○○防止のために｢移住｣対策に工夫中です
｢彼、用件を伝えると○○○をかえすように帰って行った｣などと
｢エゴイズム｣を日本語で言うと｢○○主義｣⇔｢利他主義｣

春の道端や野原の足元で咲く黄色の花。漢字では｢蒲公英｣
値段をおさえ、より多く商品をさばく売り方｢○○○多売方式｣
｢手術台に乗った時は○○○○の上の鯉の気分だった｣などと
小説家永井荷風の代表作｢○○○○綺譚｣命日は4月30日
ピューマ、アメリカヒョウの仏語でこう言う、車の名前にもあり
｢四阿｣と書く日本庭園などに建つ寄せ棟造りの小さな建物
｢聖母マリア｣ゆかりの巡礼地として知られるフランスの｢○○○の泉｣
魚偏に喜と書く海の魚、読み方は？
中国後漢時代の名医、曹操の侍医であったが後に殺されてしまう
買い物をしてもここを通らないと万引きになります
60歳は｢還暦｣ 70歳では？
｢今年は会社○○○○30周年なので記念行事を企画中｣などと
最近は気温も乱高下、4月に25℃を超える○○○もありそう
｢最近客足がすっかり遠のいて○○○○○が鳴く日が続くよ｣などと
サッカーやラグビーのエンド決めによく見られる｢コイン○○｣

●ヨコのカギ

●タテのカギ

先
月
号
の
答
え : 

チ
リ
テ
キ
ヒ
ョ
ウ
ジ

●	

回
答
を
ハ
ガ
キ
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
明
記
の
上
、

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所「
天
地
人
」担
当（
下
記
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

	

正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
5
0
0
円
分
の

	

図
書
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。

	

締
め
切
り
4
月
30
日
到
着
分
ま
で
。

	

※
当
選
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

副
題
に「
在
野
研
究
者
の
生
と
心

得
」と
あ
る
よ
う
に
、
大
学
に
属
さ
ず

在
野
で
学
術
研
究
を
続
け
た
い
人
の
た

め
に
書
か
れ
た
本
で
す
。

　

在
野
研
究
者
と
し
て
著
名
な
16
人

の
生
涯
を
紹
介
し
、
そ
こ
か
ら
教
訓

や
心
構
え
を
抽
出
し
て
い
ま
す
。
こ
う

書
く
と
、
何
や
ら
真
面
目
な
本
の
よ

う
な
気
が
し
ま
す
が
、
自
身
も
若
手

の
在
野
文
学
研
究
者
で
あ
る
著
者
は
、

時
に
軽
妙
な
文
体
で
、
分
か
り
や
す

く
読
み
や
す
く
綴
っ
て
い
ま
す
。
紹
介

さ
れ
る
人
の
生
涯
も
、
真
剣
さ
が
過
ぎ

て
時
に
こ
っ
け
い
で
あ
り
、「
ト
ン
デ
モ

研
究
家
列
伝
」と
し
て
楽
し
む
事
も
で

き
ま
す
。
研
究
者
だ
け
で
な
く
、
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ン
に
と
っ
て
も
参
考
に
な
る

１
冊
で
す
。

『
こ
れ
か
ら
の
エ
リ
ッ
ク
・

ホ
ッ
フ
ァ
ー
の
た
め
に
』

荒
木 

優
太［
著
］

東
京
書
籍

１
５
０
０
円
＋
税
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四
月
十
三
日（
水
）～
十
七
日（
日
）　

弥
生
祭（
日
光
市
日
光
）

　

奈
良
時
代
か
ら
続
く
日
光
二
荒
山
神
社
の

例
祭
。
古
か
ら
の
し
き
た
り
と
格
式
を
重
ん

じ
る
た
め
、
町
内
同
士
で
い
ざ
こ
ざ
が
よ
く

発
生
す
る
。
別
名「
ご
た
祭
り
」。
見
ど
こ
ろ

は
、
東
町
、
西
町
か
ら
繰
り
出
さ
れ
る
花
家

体
。
日
光
の
春
の
訪
れ
を
知
ら
せ
る
祭
り
で

あ
る
。
十
六
日（
土
）に
は
宵
祭
が
行
わ
れ
る
。

四
月
二
十
九
日（
金
・
祝
）

百
村
の
百
堂
念
仏
舞（
那
須
塩
原
市
）

　

旧
黒
磯
市
百
村
地
区
に
鎮
座
す
る
愛
宕
神

社
の
祭
礼
で
、
国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
の

「
百
堂
念
仏
舞
」が
奉
納
さ
れ
る
。
五
穀
豊
穣
、

家
内
安
全
を
祈
り
、
子
ど
も
た
ち
が
念
仏
、

笛
の
音
に
合
わ
せ
舞
を
踊
る
も
の
。

五
月
三
日（
火
・
祝
）

足
尾
ま
つ
り（
日
光
市
・
足
尾
）

　

か
つ
て
足
尾
銅
山
が
栄
え
て
い
た
こ
ろ
山

神
社
は
、
銅
山
の
守
り
神
だ
っ
た
。
閉
山
後
、

そ
の
山
神
祭
を
受
け
継
ぎ
町
民
に
よ
り「
足
尾

ま
つ
り
」が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
出
車
、

神
輿
が
町
内
を
練
り
歩
く
。
雨
天
は
翌
日
に

順
延
。

五
月
五
日（
木
・
祝
）

間
々
田
の
蛇
祭
り（
小
山
市
）

　

江
戸
時
代
か
ら
続
く
間
々
田
の
鎮
守
八
幡

宮
の
祭
り
。
五
穀
豊
穣
と
疫
病
退
散
を
祈
願

し
、「
ジ
ャ
ガ
マ
イ
タ
」の
掛
け
声
と
と
も
に
、

蛇
を
形
作
っ
た
全
長
十
五
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
七
体
の
蛇
体
を
町
民
が
担
い
で
練
り
歩
く

奇
祭
。

宇都宮伝統文化連絡協議会顧問  柏村  祐司

　

栃
木
県
は
、
災
害
の
少
な
い
県
と
い
わ

れ
る
が
、
そ
れ
で
も
記
録
に
残
る
災
害

は
、
多
少
あ
る
。
平
成
二
十
三
年
の
東
日

本
大
震
災
は
記
憶
に
新
し
い
。
そ
の
他
昭

和
二
十
四
年
の
今
市
地
震
、
明
治
三
十
五

年
の
足
尾
台
風
、
江
戸
時
代
享
保
八

（
一
七
二
三
）年
の
五
十
里
洪
水
等
が
あ
る
。

中
で
も
五
十
里
洪
水
は
、
栃
木
県
の
自
然

災
害
史
上
最
大
級
の
も
の
で
あ
る
。

　

五
十
里
洪
水
は
、
五
十
里
湖
が
決
壊
し

た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
五
十
里
湖
は
、
天

和
三（
一
六
八
三
）年
九
月
一
日
の
大
地
震

で
男
鹿
川
右
岸
の
葛
老
山
が
大
き
く
崩

れ
、
土
砂
が
男
鹿
川
を
せ
き
止
め
て
出
来

上
が
っ
た
堰
止
湖
で
あ
る
。
そ
の
規
模
は
、

最
大
幅
九
〇
〇
㍍
、
最
長
約
五・一
㌔
㍍
、

最
大
深
度
約
四
七
㍍
で
あ
り
、
現
在
の

五
十
里
湖
に
匹
敵
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い

う
。
こ
の
五
十
里
湖
が
、
享
保
八
年
に
決

壊
し
大
洪
水
を
引
き
起
こ
し
た
の
で
あ
る
。

　

享
保
八
年
八
月
七
日
か
ら
四
日
間
、
現

在
の
栃
木
県
北
地
方
か
ら
福
島
県
会
津

地
方
に
か
け
て
大
雨
が
降
り
続
い
た
。

五
十
里
湖
は
満
水
と
な
り
、
八
月
十
日
に

は
会
津
藩
の
懸
命
の
水
抜
き
に
も
関
わ
ら

ず
湖
水
堤
が
決
壊
し
た
。
濁
流
は
、
奔
流

と
な
って 

一気
に
鬼
怒
川
を
下
り
、
鬼
怒
川

沿
筋
の
み
な
ら
ず
、
さ
く
ら
市
か
ら
東
へ
流

れ
五
行
川
筋
へ
も
押
し
寄
せ
た
。
死
者
の

数
、
流
失
家
屋
数
、
被
害
金
額
等
は
、
明

ら
か
で
な
い
が
、
洪
水
の
範
囲
は
、
現
真

岡
市
二
宮
辺
り
ま
で
の
鬼
怒
川
お
よ
び
五

行
川
沿
岸
ま
で
の
広
範
囲
に
及
ん
だ
。

　

未
曽
有
の
災
害
に
遭
遇
し
た
人
々
は
、

災
害
の
記
憶
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
し
た

の
で
あ
ろ
う
、
被
災
地
域
に
は
今
も
さ
ま

ざ
ま
な
言
い
伝
え
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
に
、

洪
水
か
ら
人
々
を
救
っ
た
と
さ
れ
る
下
小
倉

の
大
杉
と
下
ケ
橋
の
三
又
榧
が
あ
る
。

　

下
小
倉
の
大
杉
は
、
下
小
倉
下
組
の
水

田
の
中
、
少
々
盛
り
上
が
っ
た
所
に
あ
る
。

樹
齢
は
推
定
四
百
五
十
年
と
い
わ
れ
る
か

ら
、
五
十
里
洪
水
時
に
は
樹
齢
百
五
十
年

と
推
定
さ
れ
る
。
洪
水
時
に
は
、
一
面
濁

流
の
中
、
こ
の
大
杉
の
あ
る
所
だ
け
は
水

に
浸
か
ら
ず
、
近
く
の
人
々
が
や
っ
て
き
て

助
か
っ
た
と
い
う
。
ち
な
み
に
現
在
の
大

杉
は
、
高
さ
約
一
八
㍍
、
幹
回
り
約
三
・

八
㍍
あ
り
、
豪
雪
地
帯
に
見
ら
れ
る
枝
が

垂
れ
下
が
る
独
特
な
樹
形
を
し
て
い
る
。

　

下
ゲ
橋
の
三
又
榧
は
、
東
下
ケ
橋
の
中

ほ
ど
、
郷
間
家
の
母
屋
背
後
に
あ
る
。　

　

郷
間
家
は
旧
家
で
あ
り
、
洪
水
以
前

よ
り
居
住
し
て
お
り
、
三
又
榧
は
当
時
も

母
屋
背
後
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
現
在
の

三
又
榧
は
、
そ
の
名
の
通
り
地
上
約
二
㍍

の
所
で
三
本
に
分
か
れ
て
い
る
。
樹
齢
は

約
五
百
年
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
、
洪
水
時

の
樹
齢
は
推
定
約
二
百
年
で
あ
る
。
当

時
す
で
に
立
派
な
榧
と
し
て
成
長
し
、
現

在
の
よ
う
に
三
又
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
五
十
里
洪
水
で
の
東
下
ケ
橋
の
被
害

は
、
記
録
に
よ
る
と「
家
二
十
五
軒
、
五

人
流
死
」と
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
家
が
流

さ
れ
る
と
い
う
大
打
撃
を
受
け
た
と
思
わ

れ
る
。
言
い
伝
え
に
よ
る
と
、
老
人
や
女

子
ど
も
を
救
う
た
め
、
最
後
ま
で
残
っ
た

男
た
ち
が
逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
時
、
誰

か
が「
三
又
榧
に
登
れ
」と
大
声
で
叫
ん
だ

と
い
う
。
そ
の
声
で
、
男
た
ち
は
三
又
榧

に
登
り
難
を
逃
れ
た
と
も
い
う
。

　

下
小
倉
の
大
杉
も
下
ケ
橋
の
三
又
榧
も

と
も
に
栃
木
県
の
名
木
百
選
に
選
ば
れ
て

い
る
。
ま
た
大
杉
は
宇
都
宮
市
指
定
の
三

又
榧
は
栃
木
県
指
定
の
天
然
記
念
物
と

な
っ
て
い
る
。
大
杉
も
三
又
榧
も
五
十
里

洪
水
の
際
住
民
を
救
っ
た
と
い
う
由
緒
あ

る
木
で
も
あ
る
。
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
地
域

の
人
々
は
、
五
十
里
洪
水
を
忘
れ
な
い
た

め
に
大
切
に
保
護
し
て
き
た
の
で
も
あ
ろ

う
。

第44回

郷間家の屋敷地にある

下ケ橋の三又榧

水田地帯の中にある

下小倉の大杉

「五十里洪水から村人を救った木」
下小倉の大杉と下ケ橋の三又榧

か や

（足尾観光課撮影・提供）

●ビジネススケジュール●　宇都宮商工会議所カレンダー 20164月〜    5月 卯月─皐月

民俗
編
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ＭＡＳＵＭＯのめざすもの

ギフトセット「Ｍａｓｕｍｏとちお
とめスイーツ９点セット」

　

委
員
会
を
ご
紹
介
す
る
連
載
も
、
今
回
が
最
終
回
。「
産
業

振
興
」と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
活
発
な
議
論
を

重
ね
て
い
る
、
当
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
、
増
田
仲
夫
委
員

長
に
う
か
が
い
ま
し
た
。

業
振
興
委
員
会
は
、
㈱
福
田

屋
百
貨
店
の
増
田
仲
夫
相
談

役
が
委
員
長
、
光
陽
電
気
工
事
㈱
の

飯
村
慎
一
社
長
が
副
委
員
長
を
務
め

て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
22
人
、
幅
広

い
委
員
構
成
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
２
月
に
第
１
回
の
委
員

会
を
開
催
し
、
そ
の
後
平
成
26
年
度

は
4
回
、
平
成
27
年
度
は
３
回
開
催

し
た
他
に
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
セ
ミ

ナ
ー
（
平
成
26
年
10
月
、
平
成
28
年

３
月
）
も
行
う
な
ど
、
活
発
な
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
で
扱
う
テ
ー
マ
が
「
産
業

振
興
」
で
あ
り
、
多
岐
に
わ
た
る
も

の
だ
け
に
、
当
初
は
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
各
委
員
か
ら

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
経
験
か
ら
、

起
業
支
援
や
人
材
育
成
、
食
、
安
全

安
心
な
ど
に
つ
い
て
の
発
言
が
あ
り
、

関
心
の
高
さ
、
テ
ー
マ
の
重
要
性
が
改

め
て
示
さ
れ
、
そ
の
絞
り
こ
み
に
は
苦

労
し
ま
し
た
。

　

最
終
的
に
「
国
際
化
」、
そ
れ
も

今
話
題
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
だ
け
で
は
な

く
、
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
に
力
点
を
置
い

た
も
の
を
活
動
テ
ー
マ
と
す
る
こ
と
に

決
定
。
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ

た
り
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
（
日
本
貿
易
振

興
機
構
）
栃
木
貿
易
セ
ン
タ
ー
や
県

国
際
課
な
ど
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う

な
ど
し
て
「
い
ま
、
栃
木
の
企
業
に

必
要
な
国
際
化
と
は
」
を
追
求
し
ま

し
た
。

　

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
は
す
で
に
海

外
進
出
を
行
っ
て
い
る
企
業
も
あ
り
、

体
験
に
基
づ
い
た
貴
重
な
発
言
も
多

く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、一
般
企
業
に
も
呼
び
か
け
て

開
催
し
た
２
回
の
「
海
外
ビ
ジ
ネ
ス

支
援
セ
ミ
ナ
ー
」は
い
ず
れ
も
好
評
で
、

ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
の
重
要
性
を
改
め
て

認
識
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
委
員
の
声
を
集
約
し
、

最
終
報
告
の
と
り
ま
と
め
に
向
け
て
、

活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

殖
産
興
業
が
奨
励
さ
れ
た
明
治
時

代
の
起
業
家
豊
田
佐
吉
翁
の
言
葉
で

す
。

　

景
況
減
速
感
が
強
ま
っ
て
地
元
経

済
は
停
滞
気
味
、
話
題
の
「
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
」
も
地
方
へ
の
影
響
は
限
定
的
で

す
。

　

こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、「
待
ち
の

ビ
ジ
ネ
ス
」
ば
か
り
で
は
な
く
、
目
を

外
に
向
け
て
、
で
き
れ
ば
飛
び
出
し
て

い
く
「
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
」
を
進
め
る

こ
と
が
大
事
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

そ
こ
で
、「
お
客
さ
ま
志
向
」
の
第

一歩
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
リ
サ
ー
チ
や
さ
ま
ざ

ま
な
環
境
把
握
が
重
要
と
考
え
、
関

係
機
関
や
そ
の
業
界
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

を
先
達
と
し
て
講
師
に
迎
え
研
修
し

て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
国
際
化
・
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン

ド
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
次
に
同

志
の
委
員
で
知
識
や
経
験
を
語
り
合

い
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
新
天

地
を
開
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
で
あ
い
、
ふ
れ
あ
い
、
み
が
き
あ
い
」

「
ひ
と
り
で
な
や
む
な
、
み
ん
な
で
こ

な
そ
」

い
よ
い
よ
お
も
し
ろ
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。

幅広いテーマから、
未来の栃木県経済を考える

活躍する委員会  第6回

Acommittee 産業振興委員会

1

2

3

産業振興施策の構築に関すること

企業誘致や新産業の開発・推進に関すること

国際化に対応した施策に関すること

産業振興委員会のテーマ
産業振興委員会

 委員長 増田 仲夫 氏

３月に開催した海外ビジネス支援セミナー

産

イ
ー
ツ
の
中
で
も
ジ
ェ
ラ
ー

ト
の
人
気
は
別
格
で
す
。

夏
で
も
冬
で
も
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に

あ
る
ジ
ェ
ラ
ー
ト
店
で
は
、
い
つ
で
も

行
列
が
で
き
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
ジ
ェ

ラ
ー
ト
の
中
で
も
、
県
外
に
ま
で
有

名
な
の
が
㈱
升
智
が
提
供
す
る
、「
Ｍ

Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
（
マ
ス
モ
）」
ブ
ラ
ン
ド
の

ジ
ェ
ラ
ー
ト
。
ヒ
ッ
ト
商
品
「
い
ち
ご

乙
女
小
町
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
味
わ
い
の
ジ
ェラ
ー
ト
が
多

く
の
方
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
私
の
実
家
は
、
益
子
町
の
酪
農

家
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
、
本
物
の
牛

乳
に
親
し
ん
で
き
ま
し
た
。
高
校
卒

業
後
、
両
親
の
勧
め
で
益
子
町
の
観

光
い
ち
ご
団
地
に
ジェラ
ー
ト
の
店『
ス

ト
ロ
ベ
リ
ー
フ
ィ
ー
ル
ズ
」
を
平
成
８

年
に
オ
ー
プ
ン
し
、
製
造
販
売
を
手

が
け
ま
し
た
。
こ
れ
が
お
か
げ
さ
ま

で
軌
道
に
乗
り
、
メ
デ
ィ
ア
に
も
取

り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
農
林
水
産
省

か
ら
表
彰
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
事
業
を
発
展
さ
せ
、
現
在
の
わ
が

社
を
平
成
23
年
の
暮
れ
に
立
ち
上
げ

た
の
で
す
」

　

牛
乳
も
い
ち
ご
も
、
子
ど
も
の
頃

か
ら
慣
れ
親
し
ん
で
い
た
か
ら
こ
そ
、

同
社
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
が
本
物
の
味
わ
い

を
持
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
味
へ
の
こ

だ
わ
り
は
、
布
瀬
社
長
の
人
生
そ
の

も
の
と
い
え
ま
す
。

　
「
ジ
ェラ
ー
ト
は
恋
人
の
よ
う
に
愛
お

し
い
ん
で
す
」
と
笑
顔
で
話
す
布
瀬
社

長
。
経
営
理
念
は
、
牛
乳
や
い
ち
ご

を
作
って
く
だ
さ
る
生
産
農
家

と
、
そ
れ
を
使
って
商
品
を
心

を
込
め
て
作
り
上
げ
る
社
員
、

そ
し
て
日
本
な
ら
で
は
の
お
い

し
さ
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
「
私
た
ち
の
商
品
は
、
常
に
上
品

（
L
a
d
y
l
i
k
e
）
で
洗
練
さ

れ
た
（
C
h
i
c
）
も
の
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。
夢
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
た

商
品
な
ん
で
す
。
ブ
ラ
ン
ド
名
の
Ｍ
Ａ

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
（
マ
ス
モ
）
は
、
イ
タ
リ
ア

語
の
マ
ッ
シ
モ
、
最
高
に
通
じ
ま
す
。

い
つ
で
も
最
高
の
も
の
を
ご
提
供
し
た

い
と
願
い
、
が
ん
ば
って
い
ま
す
」

　

２
０
１
５
年
ジ
ェ
ラ
ー
ト
博
で
開
催

さ
れ
た
「
ジ
ェ
ラ
ー
ト
マ
エ
ス
ト
ロ
コ
ン

テ
ス
ト
」
で
全
国
第
３
位
を
受
賞
す

る
な
ど
、
全
国
的
に
評
価
が
高
ま
って

い
る
同
社
の
ジ
ェラ
ー
ト
。
栃
木
県
内

だ
け
で
な
く
、
都
内
の
百
貨
店
に
も

卸
し
て
い
ま
す
。ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の「
と

ち
ま
る
シ
ョッ
プ
」
で
も
、
人
気
商
品

と
な
っ
て
い
ま
す
。
店
舗
販
売
は
本

社
に
あ
る
「
Ｇｅ
ｌａ
ｔｏ 

Ｍａｓｕｍｏ
」

と
、益
子
町
の
「
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
フ
ィ
ー

ル
ズ
」
の
２
店
舗
で
す
が
、
他
に
道
の

駅
な
ど
で
も
購
入
で
き
ま
す
。
ま
た

ジ
ェ
ラ
ー
ト
カ
ー
で
移
動
販
売
も
行
っ

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ネ
ッ
ト
通
販

で
も
購
入
で
き
ま
す
。

　
「
ギ
フ
ト
と
し
て
も
全
国
の
百
貨
店

様
と
お
取
り
引
き
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
毎
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ッ

ト
を
考
案
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

商
品
開
発
も
毎
年
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。い
ろ
い
ろ
な
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
の
味
を
、

１
人
で
も
多
く
の
お
客
さ
ま
に
味
わ
っ

て
い
た
だ
け
た
ら
、
う
れ
し
い
で
す
ね
」

　

今
後
は
、
よ
り
日
本
人
ら
し
い
、

自
分
ら
し
い
ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
開
発
し
、

日
本
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
文
化
に
貢
献
し
た

い
と
目
を
輝
か
せ
る
布
瀬
社
長
で
す
。

「

本
物
の
味
、素
材
の
味
を
生
か
し
て
、

  

当
社
だ
け
の
お
い
し
さ
を
」

　

ホ
ン
モ
ノ
の
牛
乳
の
濃
厚
な
味
と
香
り
が
評
判
の
、
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
。
栃
木

県
の
名
産
品
、
い
ち
ご
を
練
り
込
ん
だ「
い
ち
ご
乙
女
小
町
」は
子
ど
も
か
ら
若
い
女
性
、
年

配
の
方
ま
で
大
人
気
の
逸
品
で
す
。
㈱
升
智
の
布
瀬
智
子
社
長
に
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

一品一品、ていね
いに作られる同社
のジェラート

38回第
株式会社 升智

（ＭＡＳＵＭＯ）

Information

株式会社升智（ＭＡＳＵＭＯ）
代表取締役　布瀬 智子
設立／平成23年
所在地／宇都宮市平出町4062-4
☎ 028-689-0025
5 028-689-0026
http://www.masumo-gelato.com

株式会社升智
代表取締役社長  布瀬 智子氏

同社の人気商品「いちご乙
女小町」。牛乳もいちごも、
県産品を使用しています

Ladylike Chic Masumo

農家の心・作り手の心・
 和の心

経営理念

「
障
子
を
あ
け
て
み
よ
、

世
界
は
広
い
ぞ
」 

 　

増
田
仲
夫
委
員
長 　

ス
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　宇都宮では、初めての開催となった「まち
ゼミ（得するまちのゼミナール）」。今月号で
は、参加店舗の感想をうかがいました。
　どの講座も大盛況で申込者が多く、講座の
回数を増やした店舗もありました。また、参加者のなか
には、今回のことがきっかけとなり、その店舗の「常連
さん」になった人もいました。
本年度も開催予定です。どの店舗がどんなテーマで講座
を開くのか、今から楽しみです。（中山）

キタカンだより

北
関
東
自
動
車
道
の
開
通
で
、よ
り
近
く
な
っ
た
北
関
東
の
三
県
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
案
外
知
ら
な
い「
お
隣
さ
ん
」群
馬
県・茨
城
県
の

魅
力
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。ぜ
ひ
足
を
延
ば
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　　 MITOMAEBASHI

4月
April

商
工
会
議
所
の
活
用
レ
シ
ピ

Recipe

第11回

23 April 2016 22

問合せ

オ
リ
オ
ン
通
り
商
店
会
事
務
局

（
オ
リ
オ
ン
通
り
曲
師
町
商
業
協
同
組
合
内
）

☎
0
2
8-

6
3
9-

5
9
6
3

問合せ

公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局

☎
０
３-

３
５
８
１-

５
４
８
１

（
独
占
禁
止
法
、
下
請
法
）

☎
０
３-

３
５
８
１-
３
３
７
９

（
消
費
税
転
嫁
対
策
特
別
措
置
法
）

　

桜
山
は
、
偕
楽
園
の
前
景
と
し

て
も
欠
か
せ
な
い
土
地
で
、
史
跡

名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
水

戸
藩
９
代
藩
主
徳
川
斉
昭
公
は
、

か
つ
て
こ
の
桜
山
の
地
に
偕
楽
園

を
造
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
土
地
が
せ
ま
か
っ

た
た
め
、
偕
楽
園
に
あ
る
よ
う
な

梅
林
の
代
わ
り
に
数
百
本
の
桜
の

木
を
植
え
、
休
息
所
と
し
て「
一

遊
亭
」を
建
て
る
な
ど
し
ま
し
た
。

　

現
在
、「
一
遊
亭
」は
跡
地
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、

里
桜
、
ボ
タ
ン
ザ
ク
ラ
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
品
種
の
桜
の
木
が
3
7
0

本
あ
り
、
桜
山
一
面
に
桜
が
咲
き

　

前
橋
市
水
道
資
料
館
は
、
給
水

開
始
60
周
年
を
記
念
し
て
、
平
成

元
年
度
に
前
橋
市
の
水
道
発
祥
の

地
で
あ
る
敷
島
浄
水
場
内
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

建
物
は
、
昭
和
４
年
に
建
て
ら

れ
た
敷
島
浄
水
場
の
旧
管
理
事
務

所
を
改
修
し
た
も
の
で
す
。
建
物

の
外
観
、
内
部
な
ど
は
、
昭
和
初

期
の
雰
囲
気
を
生
か
し
た
造
り
に

な
っ
て
お
り
、
平
成
８
年
12
月
に

歴
史
的
景
観
に
寄
与
す
る
近
代
建

造
物
と
し
て
、
配
水
塔
と
と
も
に

文
化
庁
か
ら
登
録
文
化
財
の
指
定

を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
近
代
水

道
百
選
に
選
ば
れ
た
施
設
で
も
あ

誇
る
姿
は
圧
巻
で
す
。
隣
接
す
る

偕
楽
園
公
園
や
護
国
神
社
と
合
わ

せ
て
、
桜
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
多
く

の
花
見
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

（
情
報
提
供
：
水
戸
商
工
会
議
所
）

り
ま
す
。

　

資
料
館
で
は「
前
橋
の
水
と
水

道
」を
テ
ー
マ
に
、
水
道
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
展
示
資
料
を
し
て

い
ま
す
。（

情
報
提
供
：
前
橋
商
工
会
議
所
）

桜山前橋市水道資料館

  桜山  場所 ： 水戸市見川　

問い合わせ ： 茨城県偕楽園公園センター　☎029-244-5454

問合せ

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
筑
波

研
修
業
務
・
市
民
参
加
協
力
課

担
当　

小
峯
（
こ
み
ね
）

☎
0
2
9-

8
3
8-

1
1
1
7

5
0
2
9-

8
3
8-

1
7
7
6

E-m
ail: K

om
ine.K

enji@
jica.go.jp

ろ
ん
、
企
画
内
容
や
予
算
に
合
わ
せ
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
ご
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
私
ど
も
で
は
出
産
祝
い
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
ギ
フ
ト
「
お
む
つ
ケ
ー
キ
」
を

W
elcom

e Baby

の
ブ
ラ
ン
ド
名
で
制
作

販
売
し
て
い
ま
す
。
お
む
つ
を
ケ
ー
キ
状

に
し
、
美
し
く
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
も
の
で
、

お
か
げ
さ
ま
で
人
気
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

地
元
百
貨
店
と
お
取
引
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
ほ
か
、、通
販
サ
イ
ト
を
運
営
（http://

w
elcom

ebaby.jp

）し
、
そ
ち
ら
で
も
販
売

し
て
い
ま
す
。

　

宇
都
宮
商
工
会
議
所
で
は
、
社
長
が

女
性
部
に
属
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
活
動

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
私

ど
も
の
仕
事
で
は
、
人
の
つ
な
が
り
や
交

流
が
何
よ
り
大
切
で
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら

も
も
っ
と
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

私
ど
も
の
会
社
は
、「
舞
夢
社
」
と
い

う
名
前
の
と
お
り
、
お
客
さ
ま
の
夢
を
形

に
す
る
の
が
仕
事
で
す
。
具
体
的
に
は
パ
ー

テ
ィ
ー
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
や
イ
ベ
ン
ト
の
司

会
、
演
出
な
ど
で
す
。
特
に
多
い
の
が
結

婚
式
関
連
で
す
ね
。
式
の
進
行
の
要
で
あ

る
司
会
は
、
ベ
テ
ラ
ン
ス
タ
ッ
フ
が
何
人
も

在
籍
し
、
多
く
の
式
場
か
ら
ご
信
頼
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
す
っ
か
り
定

着
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ウ
ェデ
ィ
ン
グ
な
ど
挙

式
場
以
外
で
の
挙
式
・
披
露
宴
に
つ
き
ま

し
て
も
、
企
画
か
ら
運
営
ま
で
お
ま
か
せ

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
一
般
の
パ
ー
テ
ィ
ー
の
企
画

運
営
も
手
が
け
て
い
ま
す
。
パ
ー
テ
ィ
ー
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョン
で
は
、
私
の
姉
が
主
宰
し
て

い
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
集
団
「
偉
伝
或
（
イ
デ

ア
ル
）」
や
バ
ン
ド
「
Ｋ
Ａ
Ｏ
＝
Ｓ
（
カ
オ
ス
）」

が
海
外
で
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
、
ハ
イ

レ
ベ
ル
な
も
の
を
ご
提
供
で
き
ま
す
。
も
ち

交
流
の
場
と
し
て
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
ま
す

会場装飾中の作業現場

㈲舞夢社 専務取締役 川渕みどりさん

有限会社　舞夢社
社長  川渕  和子

本社／宇都宮市双葉1-2-6
☎028-684-0725
5028-684-0726

http://www.maimusha.com

な
独
占
禁
止
法
、
下
請
法
お
よ
び
消
費

税
転
嫁
対
策
特
別
措
置
法
に
照
ら
し
て

問
題
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
適
切
な
対

処
、
的
確
な
対
応
を
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

で
、
参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
展
示
期
間
】

４
月
25
日（
月
）
～
５
月
31
日（
火
）

【
会
場
】

オ
リ
オ
ン
通
り
ア
ー
ケ
ー
ド
内（
オ
リ
オ

ン
通
り
ア
ー
ケ
ー
ド
上
部
か
ら
作
品
を

吊
り
下
げ
ま
す
）

◎
作
品
募
集
要
項

【
フ
ラ
ッ
グ
サ
イ
ズ
】

縦
２
４
０
～
２
５
０
セ
ン
チ
×
横
１
７

０
セ
ン
チ
～
２
０
０
セ
ン
チ（
縦
長
の
デ

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
お
困
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

◎
ど
ん
な
情
報
交
換
を
す
る
と
問
題
な

の
？

◎
注
文
ど
お
り
な
の
に
、
取
引
先
か
ら

返
品
さ
れ
た
！　

下
請
法
に
違
反
じ
ゃ
な

い
の
？

◎
取
引
先
が
消
費
税
の
転
嫁
を
拒
否
し

て
い
る
。
消
費
税
転
嫁
対
策
特
別
措
置

法
に
違
反
じ
ゃ
な
い
の
？

　

公
正
取
引
委
員
会
で
は
、
こ
の
よ
う

　

オ
リ
オ
ン
通
り
商
店
会
で
は
、
子
ど

も
た
ち
に
自
由
な
絵
画
表
現
や
、
み
ん

な
で
つ
く
る
喜
び
を
実
感
し
て
も
ら
う

こ
と
、
そ
し
て
一
般
の
方
々
に
も
ア
ー
ト

の
場
を
提
供
し
た
い
と
の
思
い
で
、
ア
ー

ケ
ー
ド
上
部
か
ら
作
品
を
吊
り
下
げ
て

展
示
す
る
フ
ラ
ッ
グ
ア
ー
ト
展
を
４
月
25

日（
月
）か
ら
開
催
し
ま
す
。

　

昨
年
も
カ
ラ
フ
ル
で
個
性
豊
か
な
作
品

の
数
々
で
彩
ら
れ
た
ア
ー
ケ
ー
ド
に
大
勢

の
お
客
さ
ま
が
お
越
し
に
な
り
、
お
楽
し

み
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
作
品
の
募
集
を
行
い
ま
す
の

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
筑
波
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
活
用
し
た
中
小
企
業
海
外
展
開
支
援
」の

出
張
相
談
窓
口
を
開
設
！

公
正
取
引
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

オ
リ
オ
ン
通
り
商
店
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

気
軽
に
相
談　

身
近
な
窓
口

〜
独
占
禁
止
法
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
〜

「
宇
都
宮
フ
ラ
ッ
グ
ア
ー
ト
２
０
１
６
i
n
オ
リ
オ
ン
」開
催 ［
作
品
募
集
］

【
日
時
】

毎
月
第
２
・
４
水
曜
日（
原
則
）

午
前
10
時
〜
12
時
、
午
後
１
時
〜
５
時

【
場
所
】

公
益
財
団
法
人　

栃
木
県
国
際
交
流
協
会

宇
都
宮
市
本
町
９-

14

【
申
込
】予
約
制

【
費
用
】無
料

～
ア
ー
ケ
ー
ド
で
作
品
を
作
ろ
う
～

【
日
時
】

平
成
28
年
４
月
24
日（
日
）

制
作
時
間
：
午
前
10
時
～
午
後
4
時

（
受
付
：
午
前
10
時
）

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

【
会
場
】

オ
リ
オ
ン
通
り
商
店
街
イ
ベ
ン
ト
広
場

　

国
際
協
力
機
構
筑
波
国
際
セ
ン
タ
ー

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
筑
波
）は
、「
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
活
用

し
た
中
小
企
業
海
外
展
開
支
援
事
業
」に

つ
い
て
、
栃
木
県
の
中
小
企
業
の
皆
さ
ま

に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
よ
り
一
層
活
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
栃
木
県
お
よ
び
栃

木
県
国
際
交
流
協
会
の
ご
支
援
に
よ
り
、

定
期
的
に
無
料
出
張
相
談
窓
口
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
筑
波
の
担
当
者
が
支
援
事
業

の
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
質
問
や
ご
相
談
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

ザ
イ
ン
に
限
る
）

【
作
品
受
付
】

４
月
24
日（
日
）ま
で（
作
成
し
た
も
の
を

直
接
持
ち
込
み
）

【
テ
ー
マ
】

私
の
大
切
な
も
の
・
動
物
・
季
節
・
宇

都
宮
市
制
1
2
0
周
年

【
出
展
方
法
】

作
品
を
直
接
持
ち
込
み
、
ま
た
は
制
作

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
・
制
作
し
て
提
出

【
そ
の
他
】

フ
ラ
ッ
グ
は
主
催
者
で
ご
用
意
し
ま
す
。

フ
ラ
ッ
グ
ア
ー
ト
制
作
イ
ベ
ン
ト

前橋市水道資料館
前橋市敷島町216（敷島浄水場内）  ☎027-231-3095

http://www.city.maebashi.gunma.jp/kurashi/278/11/280/p003590.html
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）


